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（下線部は改正箇所） 

新 旧 

略 略 

Ⅰ ファウンデーション科目群 

 初年次科目、外国言語科目（英語、ドイツ語、フランス語、中

国語、日本語）、体育科目がある。 

 科目は一部科目を除き、学科及び学生の必要に応じて、自由に

選択することができる。ただし、 

科目によっては人数を制限したり、クラスを指定したりすること

がある。 

（略） 

 

G. 体育科目 

 科目、単位数及び配当年次については、以下の表のとおりとす

る。 

 

科目一覧 

科目 単位数 配当年次 

スポーツ実習 １ 1 1年次以上 

健康スポーツ演習１ 2 1年次以上 

スポーツ実習 ２ 1 1年次以上 

健康スポーツ演習２ 2 1年次以上 

ネイチャーアクティビティ１ 1 1年次以上 

ネイチャーアクティビティ２ 1 1年次以上 

体験型スポーツ演習 2 1年次以上 

※「スポーツ実習１」を修得した場合「健康スポーツ演習１」を

履修することはできない。 

※「スポーツ実習２」を修得した場合「健康スポーツ演習２」を

履修することはできない。 

※「ネイチャーアクティビティ１」もしくは「ネイチャーアクティ

ビティ２」を修得した場合「体験型スポーツ演習」を履修するこ

とはできない。 

 

Ⅰ ファウンデーション科目群 

 初年次科目、外国言語科目（英語、ドイツ語、フランス語、中

国語、日本語）、体育科目がある。 

 科目は一部科目を除き、学科及び学生の必要に応じて、自由に

選択することができる。ただし、 

科目によっては人数を制限したり、クラスを指定したりすること

がある。 

（略） 

 

G. 体育科目 

 科目、単位数及び配当年次については、以下の表のとおりとす

る。 

 

科目一覧 

科目 単位数 配当年次 

スポーツ実習 １ 1 1年次以上 

（新設） 

スポーツ実習 ２ 1 1年次以上 

（新設） 
ネイチャーアクティビティ１ 1 1年次以上 

ネイチャーアクティビティ２ 1 1年次以上 

（新設） 

新設 

 

新設 

 

新設 

 

 

 

略 略 

 



別表Ⅰ（第９条関係） 別表Ⅰ（第９条関係）

（１）国際教養学科 開講科目表 （１）国際教養学科 開講科目表

必修
選択

必修
選択 1 2 3 4 必修

選択

必修
選択 1 2 3 4

Research Project1 2 ○ ○ Research Project1 2 ○ ○

プロジェクト1 2 ○ ○ 科目読み替え プロジェクト1 2 ○ ○ 科目読み替え

Research Project2 2 ○ ○ Research Project2 2 ○ ○

プロジェクト2 2 ○ ○ 科目読み替え プロジェクト2 2 ○ ○ 科目読み替え

Research Project3 2 ○ Research Project3 2 ○

プロジェクト3 2 ○ 科目読み替え プロジェクト3 2 ○ 科目読み替え

Research Project4 2 ○ Research Project4 2 ○

プロジェクト4 2 ○ 科目読み替え プロジェクト4 2 ○ 科目読み替え

Reading1(EAP) 2 ○ ○ ○ ○ Reading1(EAP) 2 ○ ○ ○ ○

Reading2(EAP) 2 ○ ○ ○ ○ Reading2(EAP) 2 ○ ○ ○ ○

Writing1(EAP) 2 ○ ○ ○ ○ Writing1(EAP) 2 ○ ○ ○ ○

Writing2(EAP) 2 ○ ○ ○ ○ Writing2(EAP) 2 ○ ○ ○ ○

English Communication１ 4 ○ ○ ○ ○ 科目追加 （新設）

English Communication２ 4 ○ ○ ○ ○ 科目追加 （新設）

Communication(EAP) 4 ○ ○ ○ 職・科 科目読み替え Communication(EAP) 4 ○ ○ ○ 職・科 科目読み替え

Speech and Presentation(EAP) 2 ○ ○ ○ Speech and Presentation(EAP) 2 ○ ○ ○

グローバル・イシュー1︓ことばと⼈ 2 ○ ○ ○ グローバル・イシュー1︓ことばと⼈ 2 ○ ○ ○

グローバル・イシュー2︓社会と⽂化 2 ○ ○ ○ グローバル・イシュー2︓社会と⽂化 2 ○ ○ ○

グローバル・イシュー3︓異⽂化と共⽣ 2 ○ ○ ○ グローバル・イシュー3︓異⽂化と共⽣ 2 ○ ○ ○

グローバル・イシュー4︓政治と経済 2 ○ ○ ○ グローバル・イシュー4︓政治と経済 2 ○ ○ ○

Global Studies 3 2 〇 〇 〇 Global Studies 3 2 〇 〇 〇

Global Studies 4 2 〇 〇 〇 Global Studies 4 2 〇 〇 〇

国際事情 4 ○ ○ ○

大学が認めた

留学⽣専⽤科

目

国際事情 4 ○ ○ ○

大学が認めた

留学⽣専⽤科

目

Discussion and Debate 2 ○ ○ ○ Discussion and Debate 2 ○ ○ ○

Critical Thinking Workshop 2 ○ ○ ○ Critical Thinking Workshop 2 ○ ○ ○

Problem Solving Workshop 2 ○ ○ ○ Problem Solving Workshop 2 ○ ○ ○

⾃律学習法演習1 2 ○ ○ ○ ○ ⾃律学習法演習1 2 ○ ○ ○ ○

⾃律学習法演習2 2 ○ ○ ○ ⾃律学習法演習2 2 ○ ○ ○

Negotiation English 2 ○ ○ ○ 学部が認めた留学⽣専⽤科⽬ Negotiation English 2 ○ ○ ○ 学部が認めた留学⽣専⽤科⽬

国際表現演習 4 ○ ○ ○ ⼤学が認めた留学⽣専⽤科⽬ 国際表現演習 4 ○ ○ ○ ⼤学が認めた留学⽣専⽤科⽬

English for Career Development１ 2 ○ ○ ○ ○ 科目追加 （新設）

English for Career Development２ 2 ○ ○ ○ ○ 科目追加 （新設）

English for Career Development３ 2 ○ ○ ○ ○ 科目追加 （新設）

英語学概論1 2 ○ ○ ○ 科 英語学概論1 2 ○ ○ ○ 科

英語学概論2 2 ○ ○ ○ 科 英語学概論2 2 ○ ○ ○ 科

英語音声学1 2 ○ ○ ○ 科 英語音声学1 2 ○ ○ ○ 科

英語学概説1 2 ○ ○ ○ 科 英語学概説1 2 ○ ○ ○ 科

英語音声学2 2 ○ ○ ○ 科 英語音声学2 2 ○ ○ ○ 科

英語学概説2 2 ○ ○ ○ 科 英語学概説2 2 ○ ○ ○ 科

⾔語情報処理概論1 2 ○ ○ ○ 科 ⾔語情報処理概論1 2 ○ ○ ○ 科

⾔語情報処理概論2 2 ○ ○ ○ 科 ⾔語情報処理概論2 2 ○ ○ ○ 科

英語学講義1 2 ○ ○ ○ 科 英語学講義1 2 ○ ○ ○ 科

英語学講義2 2 ○ ○ ○ 科 英語学講義2 2 ○ ○ ○ 科

英⽂学概論1 2 ○ ○ ○ 科 英⽂学概論1 2 ○ ○ ○ 科

英⽂学概論 2 ○ ○ ○ 科 英⽂学概論 2 ○ ○ ○ 科

英⽂学概論2 2 ○ ○ ○ 科 英⽂学概論2 2 ○ ○ ○ 科

⽶⽂学概論1 2 ○ ○ ○ 科 ⽶⽂学概論1 2 ○ ○ ○ 科

⽶⽂学概論 2 ○ ○ ○ 科 ⽶⽂学概論 2 ○ ○ ○ 科

⽶⽂学概論2 2 ○ ○ ○ 科 ⽶⽂学概論2 2 ○ ○ ○ 科

イギリス文化講義 2 ○ ○ ○ 科 イギリス文化講義 2 ○ ○ ○ 科

アメリカ文化講義 2 ○ ○ ○ 科 アメリカ文化講義 2 ○ ○ ○ 科

イギリス史 2 ○ ○ ○ 科 イギリス史 2 ○ ○ ○ 科

アメリカ史 2 ○ ○ ○ 科 アメリカ史 2 ○ ○ ○ 科

イギリス歴史・文化講義 2 ○ ○ ○ 科
「イギリス史」又は「イギリス文化講義」を修得済みの場

合、履修できない。／科⽬読み替え
イギリス歴史・文化講義 2 ○ ○ ○ 科

「イギリス史」又は「イギリス文化講義」を修得済みの場

合、履修できない。／科⽬読み替え

アメリカ歴史・文化講義 2 ○ ○ ○ 科
「アメリカ史」又は「アメリカ文化講義」を修得済みの場

合、履修できない／科⽬読み替え
アメリカ歴史・文化講義 2 ○ ○ ○ 科

「アメリカ史」又は「アメリカ文化講義」を修得済みの場

合、履修できない／科⽬読み替え

情報科学各論1 2 ○ ○ ○ 情報科学各論1 2 ○ ○ ○

情報科学各論2 2 ○ ○ ○ 情報科学各論2 2 ○ ○ ○

ICTと英語研究 2 ○ ○ ○ ICTと英語研究 2 ○ ○ ○

ICTとイノベーション 2 ○ ○ ○ ICTとイノベーション 2 ○ ○ ○

ICTと英語教育 2 ○ ○ ○ ICTと英語教育 2 ○ ○ ○

留学事前演習 2 ○ ○ ○ ○ 留学事前演習 2 ○ ○ ○ ○

留学特別演習1 2 ○ ○ ○ 学部が認めた留学学⽣のみ履修可 留学特別演習1 2 ○ ○ ○ 学部が認めた留学学⽣のみ履修可

留学特別演習2 2 ○ ○ 学部が認めた留学学⽣のみ履修可 留学特別演習2 2 ○ ○ 学部が認めた留学学⽣のみ履修可

国際体験１ 4 〇 〇 〇 〇 国際体験１ 4 〇 〇 〇 〇

国際体験２ 4 〇 〇 〇 国際体験２ 4 〇 〇 〇

国際体験３ 4 〇 〇 〇 国際体験３ 4 〇 〇 〇

国際関係演習1 6 ○ ○ ○ 学部が認めた留学学⽣のみ履修可 国際関係演習1 6 ○ ○ ○ 学部が認めた留学学⽣のみ履修可

国際関係演習2 6 ○ ○ ○ 学部が認めた留学学⽣のみ履修可 国際関係演習2 6 ○ ○ ○ 学部が認めた留学学⽣のみ履修可

国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○ ⼤学が認めた留学⽣専⽤科⽬ 国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○ ⼤学が認めた留学⽣専⽤科⽬

国際特別演習 4 ○ ○ ○ 学部が認めた留学学⽣のみ履修可 国際特別演習 4 ○ ○ ○ 学部が認めた留学学⽣のみ履修可

国際研究演習1 4 〇 〇 〇 国際研究演習1 4 〇 〇 〇

国際研究演習2 4 〇 〇 〇 国際研究演習2 4 〇 〇 〇

異⽂化理解１ 6 〇 〇 〇 異⽂化理解１ 6 〇 〇 〇

異⽂化理解２ 6 〇 〇 〇 異⽂化理解２ 6 〇 〇 〇

グローバル言語特殊講義Ⅰ 2 〇 〇 グローバル言語特殊講義Ⅰ 2 〇 〇

グローバル言語特殊講義１ 2 〇 〇
「グローバル⾔語特殊講義Ⅰ」を修得済みの場合、履

修できない。
（新設）

グローバル言語特殊講義Ⅱ 2 〇 〇 グローバル言語特殊講義Ⅱ 2 〇 〇

グローバル言語特殊講義２ 2 〇 〇
「グローバル⾔語特殊講義Ⅱ」を修得済みの場合、履

修できない。
（新設）

グローバルリーダーESP1 グローバルリーダーESP1

（Media English） （Media English）

グローバルリーダーESP2 グローバルリーダーESP2

（News English） （News English）

多⽂化マネジメント論 2 ○ ○ ○ 多⽂化マネジメント論 2 ○ ○ ○

グローカル論 2 ○ ○ ○ グローカル論 2 ○ ○ ○

グローバルリーダーESP3 グローバルリーダーESP3

（Business communication） （Business communication）

グローバルリーダーESP4 グローバルリーダーESP4

（Communication English） （Communication English）

国際リーダーシップ論 2 ○ ○ ○ 国際リーダーシップ論 2 ○ ○ ○

国際ビジネス論 2 ○ ○ ○ 国際ビジネス論 2 ○ ○ ○

市⺠活動と国際貢献 2 ○ ○ ○ 市⺠活動と国際貢献 2 ○ ○ ○

国際企業論 2 ○ ○ ○ 国際企業論 2 ○ ○ ○

国際・地域⽂化関係論（基礎） 2 ○ ○ ○ 国際・地域⽂化関係論（基礎） 2 ○ ○ ○

国際・地域⽂化関係論（展開） 2 ○ ○ ○ 国際・地域⽂化関係論（展開） 2 ○ ○ ○

国際・地域⽂化関係論（特殊講義） 2 ○ ○ ○ 国際・地域⽂化関係論（特殊講義） 2 ○ ○ ○

選択必修

リーダーC
他コースの選択必修Bの科目群 2単位以上

選択必修

リーダーC
他コースの選択必修Bの科目群 2単位以上

グローバルキャリアESP1 グローバルキャリアESP1

（Travel English） （Travel English）

グローバルキャリアESP2 グローバルキャリアESP2

（Hospitality English） （Hospitality English）

English for Career Development４ 2 ○ ○ ○ ○ 科目追加 （新設）

グローバルキャリアESP3 グローバルキャリアESP3

（Business English） （Business English）

グローバルキャリアESP4 グローバルキャリアESP4

（World Englishes） （World Englishes）

English for Career Development５ 2 ○ ○ ○ ○ 科目追加 （新設）

貿易から⾒る世界 2 ○ ○ ○ 貿易から⾒る世界 2 ○ ○ ○

環境と経済 2 ○ ○ ○ 環境と経済 2 ○ ○ ○

インバウンド観光学 2 ○ ○ ○ インバウンド観光学 2 ○ ○ ○

世界の中の日本 2 ○ ○ ○ 世界の中の日本 2 ○ ○ ○

国際・地域交流論（基礎） 2 ○ ○ ○ 国際・地域交流論（基礎） 2 ○ ○ ○

国際・地域交流論（展開） 2 ○ ○ ○ 国際・地域交流論（展開） 2 ○ ○ ○

国際・地域交流論（特殊講義） 2 ○ ○ ○ 国際・地域交流論（特殊講義） 2 ○ ○ ○

選択必修

キャリアC
他コースの選択必修Bの科目群 2単位以上

選択必修

キャリアC
他コースの選択必修Bの科目群 2単位以上

グローバルコミュニケーションESP1 グローバルコミュニケーションESP1

（Academic reading） （Academic reading）

グローバルコミュニケーションESP2 グローバルコミュニケーションESP2

（Academic writing） （Academic writing）

グローバルコミュニケーションESP3 グローバルコミュニケーションESP3

(Academic listening) (Academic listening)

グローバルコミュニケーションESP4 グローバルコミュニケーションESP4

（Academic speaking） （Academic speaking）

グローバル言語特殊講義Ⅲ 2 〇 〇 グローバル言語特殊講義Ⅲ 2 〇 〇

グローバル言語特殊講義３ 2 〇 〇
「グローバル⾔語特殊講義Ⅲ」を修得済みの場合、履

修できない。
（新設）

グローバル言語特殊講義Ⅳ 2 〇 〇 グローバル言語特殊講義Ⅳ 2 〇 〇

グローバル言語特殊講義４ 2 〇 〇
「グローバル⾔語特殊講義Ⅳ」を修得済みの場合、履

修できない。
（新設）

英語と世界の言語 2 ○ ○ ○ 英語と世界の言語 2 ○ ○ ○

日本文学を英語で読む 2 ○ ○ ○ 日本文学を英語で読む 2 ○ ○ ○

宗教文化とグローバル化 2 ○ ○ ○ 宗教文化とグローバル化 2 ○ ○ ○

世界関係論 2 ○ ○ ○ 世界関係論 2 ○ ○ ○

国際・地域⾔語表現論（基礎） 2 ○ ○ ○ 国際・地域⾔語表現論（基礎） 2 ○ ○ ○

国際・地域⾔語表現論（展開） 2 ○ ○ ○ 国際・地域⾔語表現論（展開） 2 ○ ○ ○

国際・地域⾔語表現論（特殊講義） 2 ○ ○ ○ 国際・地域⾔語表現論（特殊講義） 2 ○ ○ ○

選択必修

コミュニケー

ションC

他コースの選択必修Bの科目群 2単位以上

選択必修

コミュニケー

ションC

他コースの選択必修Bの科目群 2単位以上

追手門学院大学国際教養学部規程一部改正
＜2020〜2021年度⼊学⽣に適⽤＞

(略)

(略)

※教職課程に関する科⽬であり、「職」は「教育の基礎的理解に関する科⽬」「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び⽣徒指導、教育相談等に関する科⽬」「教育実践に

関する科目」、「独」は「大学が独自に設定する科目」、「科」は「教科及び教科の指導法に関する科目」である。

（新設）

（新設）

選択必修

コミュニケー

ションA

（新設）

（新設）

○ ○

選択必修

コミュニケー

ションB

6単位以上

2

○

選択必修

キャリアB
6単位以上

4単位以上

（新設）

グ

ロ
ー

バ

ル

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

コ
ー

ス

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

○ ○ ○

2 ○ ○ ○

（新設）

○ 学部が認めた留学学⽣のみ履修可

選択必修

リーダーB
6単位以上

グ

ロ
ー

バ

ル

キ
ャ

リ

ア

コ
ー

ス

選択必修

キャリアA

2 ○ ○ ○

4単位以上

2 ○ ○ ○

○

4単位以上

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ 学部が認めた留学学⽣のみ履修可

2

コ
ー

ス

別

選

択

必

修

グ

ロ
ー

バ

ル

リ
ー

ダ
ー

コ
ー

ス

選択必修

リーダーA

2 ○ ○

○ ○

2 ○ ○

2 ○

選

択

必

修

B

実践英語 4単位以上

選

択

必

修

C

共通 14単位以上

「英語⾳声学1」を修得済みの場合、履修できない。

科目読み替え

「英語⾳声学2」を修得済みの場合、履修できない。

科目読み替え

「英⽂学概論1」⼜は「英⽂学概論2」を修得済みの場

合、履修できない／科⽬読み替え

「⽶⽂学概論1」⼜は「⽶⽂学概論2」を修得済みの場

合、履修できない／科⽬読み替え

（新設）

（新設）

（新設）

必

修

演習
8単位

専修英語 14単位

選

択

必

修

A

グローバルイシュー

4単位以上

（新設）

（新設）

旧

履修区分 分野 授業科目

単位数 配当年次

教職※ 要件 履修にかんする注意事項

コ
ー

ス

別

選

択

必

修

○

4単位以上

2 ○

○2 ○ ○

6単位以上

選択必修

コミュニケー

ションB

(略)

2 ○ ○

6単位以上

※教職課程に関する科⽬であり、「職」は「教育の基礎的理解に関する科⽬」「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び⽣徒指導、教育相談等に関する科⽬」「教育実践に

関する科目」、「独」は「大学が独自に設定する科目」、「科」は「教科及び教科の指導法に関する科目」である。

(略)

グ

ロ
ー

バ

ル

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

コ
ー

ス

選択必修

コミュニケー

ションA

2 ○ ○ ○

○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

選択必修

リーダーB
6単位以上

グ

ロ
ー

バ

ル

キ
ャ

リ

ア

コ
ー

ス

選択必修

キャリアA

2 ○

グ

ロ
ー

バ

ル

リ
ー

ダ
ー

コ
ー

ス

選択必修

リーダーA

○ ○

4単位以上

2 ○ ○ ○

選択必修

キャリアB

学部が認めた留学学⽣のみ履修可

2 ○ ○ ○

2

学部が認めた留学学⽣のみ履修可

2 ○ ○ ○

○ ○ ○

4単位以上

○ ○ ○

2

選

択

必

修

B

実践英語

新 

履修区分 分野 授業科目

単位数 配当年次

教職※ 要件 履修にかんする注意事項

4単位以上

4単位以上

国際日本学科

選択科目

留学・他 留学・他

国際日本学科

選択科目

選

択

選

択

必

修

演習
8単位

専修英語 14単位

選

択

必

修

C

共通 14単位以上

「英語⾳声学1」を修得済みの場合、履修できない。

科目読み替え

「英語⾳声学2」を修得済みの場合、履修できない。

科目読み替え

「英⽂学概論1」⼜は「英⽂学概論2」を修得済みの場

合、履修できない／科⽬読み替え

「⽶⽂学概論1」⼜は「⽶⽂学概論2」を修得済みの場

合、履修できない／科⽬読み替え

選

択

必

修

A

グローバルイシュー



別表Ⅰ（第9条関係）

必修
選択
必修

選択 1 2 3 4

Seminar1 2 ○ ○ ○

文献講読 2 ○ ○

Seminar2 2 ○ ○ ○

専門演習1 2 ○ ○

Seminar3 2 ○ ○

専門演習2 2 ○

Seminar4 2 ○ ○

専門演習3 2 ○

Seminar5 2 ○

専門演習4 2 ○

Seminar6 2 ○

専門演習5 2 ○

研究 卒業研究 4 ○ 4単位

クールジャパン学基礎 2 ○ ○ ○
選択したコース
から2単位

日本文化論 2 ○ ○

笑学基礎 2 ○ ○ ○

芸能研究 2 ○

日本学基礎 2 ○ ○ ○

日本学入門 2 ○

人文学入門 2 ○

日本語ワークショップ 2 ○ ○ ○ ○ 16単位以上

日本語学概説1 2 ○ ○ ○ ○ 科

日本語学概論1 2 ○ ○ 科

日本語学概説2 2 ○ ○ ○ ○ 科

日本語学概論2 2 ○ ○ 科

日本語のための古典1 2 ○ ○ ○ ○ 科

古典基礎1 2 ○ 科

古典基礎 2 〇 科

日本語のための古典2 2 ○ ○ ○ ○ 科

古典基礎2 2 ○ 科

古典基礎講読 2 〇 科

日本語プレゼンテーション1 2 ○ ○ ○ 科

日本語プレゼンテーション2 2 ○ ○ ○ 科

国語学1（音声言語） 2 ○ ○ ○ 科

日本語学1（音声・音韻） 2 ○ ○ 科

国語学2（文章表現） 2 ○ ○ ○ 科

日本語学2（文法） 2 ○ ○ 科

応用日本語1 2 ○ ○ ○ 科

日本語の方言 2 ○ 科

応用日本語2 2 ○ ○ ○ 科

くずし字 2 ○ 科

日本文学史1 2 ○ ○ ○ 科

追手門学院大学国際教養学部規程一部改正

（2019年度〜2021年度⼊学⽣適⽤）

要件

必修
必修科目
群

演習

12単位

基礎科目
コース

「Seminar3」を修得済みの場合、履修することはで

きない。

「Seminar4」を修得済みの場合、履修することはで

きない。

「Seminar5」を修得済みの場合、履修することはで

きない。

履修
区分

分野 授業科目

単位 配当年次
教職
※１

「クールジャパン学基礎」を修得済みの場合、履修
することはできない。

(2) 国際日本学科 開講科目表

日本語・
日本文化
科目

「日本語のための古典2」を修得済みの場合、履修す

ることはできない。

「日本語学概説2」を修得済みの場合、履修すること

はできない。

「日本語のための古典1」を修得済みの場合、履修す

ることはできない。

「Seminar6」を修得済みの場合、履修することはで

きない。

「Seminar1」を修得済みの場合、履修することはで

きない。

「Seminar2」を修得済みの場合、履修することはで

きない。

「国語学1（音声言語）」を修得済みの場合、履修す

ることはできない。

「笑学基礎」を修得済みの場合、履修することはで
きない。

「日本学基礎」を修得済みの場合、履修することは
できない。

「日本語学概説2」を修得済みの場合、履修すること
はできない。

「日本語学概説1」を修得済みの場合、履修すること

はできない。

「国語学2（文章表現）」を修得済みの場合、履修す

ることはできない。

「日本学入門」を修得済みの場合、履修することは
できない。

「古典基礎1」を修得済みの場合、履修することはで
きない。

「古典基礎2」を修得済みの場合、履修することはで
きない。



日本文学史1（古典） 2 ○ ○ 科

日本文学史2 2 ○ ○ ○ 科

日本文学史2（近現代） 2 ○ ○ 科

日本文学概説1 2 ○ ○ ○ 科

日本文学概論1 2 ○ ○ 科

日本文学概説2 2 ○ ○ ○ 科

日本文学概論2 2 ○ ○ 科

日本史概説1 2 ○ ○ ○

日本史概説2 2 ○ ○ ○

日本史概論 2 ○

国語学史 2 ○ ○ ○ 科

日本語史 2 ○ ○ 科

日本文化史1 2 ○

日本文化史2 2 ○

国際特別演習 4 ○ ○ ○

国際表現演習 4 ○ ○ ○

世界の言語と文化1（中国語） 2 ○ ○ ○ 4単位以上

世界の言語と文化2（韓国語） 2 ○ ○ ○

世界の言語と文化3（ヨーロッパ諸語） 2 ○ ○ ○

世界の言語と文化4（アジア諸語） 2 ○ ○ ○

アジアの文学 2 ○

文学と社会 2 〇

アジア文化論 2 ○

文化交流演習 2 〇

西洋文化史1 2 ○

西洋文化史2 2 ○

Reading1(EAP) 2 ○ ○ ○ ○

Reading2(EAP) 2 ○ ○ ○ ○

Writing1(EAP) 2 ○ ○ ○ ○

Writing2(EAP) 2 ○ ○ ○ ○

Communication(EAP) 4 ○ ○ ○

English3(Communication) 4 ○ ○

Speech and Presentation(EAP) 2 ○ ○ ○

国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○

国際事情 4 ○ ○ ○

アニメ文化論 2 ○ ○ ○

日本文学3（超域） 2 ○ ○

漫画文化論 2 ○ ○ ○

アニメ・漫画文化論 2 ○

世界のポップカルチャー 2 ○ ○ ○

ポップカルチャー論 2 ○ ○

日本現代文化論 2 〇

ゲームシナリオ論 2 ○ ○ ○

シナリオ論 2 ○

文学とアダプテーション 2 〇

中国から見た日本 2 ○ ○ ○

韓国から見た日本 2 ○ ○ ○

旅と温泉 2 ○ ○ ○

メディア文化論 2 ○

日本伝統文化論 2 〇

日本文化遺産論 2 ○

文化遺産論 2 〇

生活文化史 2 ○

都市文化史 2 ○

クール
ジャパン
学
コース科
目

選択
必修

共通科目
群

外国語・
外国文化
科目

20単位以上 該
当するコース科
目に掲げる科目
から「フィール
ドワーク科目」
又は「ワーク
ショップ科目」
2単位以上を含
む計10単位以上
を修得するこ
と。

大学が認めた留
学生専用科目

「漫画文化論」を修得済みの場合、履修することは
できない。

「世界のポップカルチャー」を修得済みの場合、履
修することはできない。

「Communication(EAP)」を習得済みの場合、履修

することはできない。

「アニメ文化論」を修得済みの場合、履修すること
はできない。

大学が認めた留
学生専用科目

「国語学史」を修得済みの場合、履修することはで
きない。

「アジアの文学」を修得済みの場合、履修すること
はできない。

「日本文学史1」を修得済みの場合、履修することは

できない。

「日本文学史2」を修得済みの場合、履修することは

できない。

「日本文学概説1」を修得済みの場合、履修すること

はできない。

「日本文学概説2」を修得済みの場合、履修すること

はできない。

「シナリオ論」を修得済みの場合、履修することは
できない。

「メディア文化論」を修得済みの場合、履修するこ
とはできない。

「日本文化遺産論」を修得済みの場合、履修するこ
とはできない。

「ポップカルチャー論」を修得済みの場合、履修す
ることはできない。



クールジャパン学
コース

フィールドワーク科
目

海外の日本文学研究 2 ○ ○ ○

クールジャパン学
コース

ワークショップ科目

世界のユーモアと日本の笑い 2 ○ ○ ○

笑いとコミュニケーション 2 ○ ○ ○

落語の世界 2 ○ ○ ○

漫才の世界 2 ○ ○ ○

狂言の世界 2 ○ ○ ○

人形浄瑠璃文楽の世界 2 ○ ○ ○

畿内・上方文化論 2 ○

大阪・京都の歴史 2 〇

日本芸能史 2 ○

近代演劇論 2 ○

大阪の文学 2 ○ ○ ○

大阪・京都の文学 2 ○

笑学コース

フィールドワーク科
目

大阪文化史演習 2 ○ ○ ○

大阪学 2 ○

大阪・京都の文化 2 〇

日本文化特殊講義1 2 ○

日本文学特殊講義2（近現代） 2 ○

日本文学特殊講義２ 2 〇

笑いをマネジメントする 2 ○ ○ ○

笑学コース

ワークショップ科目

アジアの中の日本1 2 ○ ○ ○

グローバル化と日本 2 ○

アジアの中の日本2 2 ○ ○ ○

グローバルヒストリー 2 ○

漢文学1 2 ○ ○ ○ 科

日本文学4（漢文1） 2 ○ ○ 科

漢文学2 2 ○ ○ ○ 科

日本文学5（漢文2） 2 ○ ○ 科

イスラーム世界と日本 2 ○ ○ ○

日本の宗教と思想 2 ○ ○ ○

日本宗教・思想史 2 ○

越境する日本文学 2 ○ ○ ○

日本文学1（古典） 2 ○ ○

日本文学2（近現代） 2 ○ ○

同時代文学を読む 2 ○ ○ ○

文学作品研究 2 ○

批評理論 2 ○

批評と文化 2 〇

日本古代史 2 ○

日本中世史 2 ○

幕末史 2 ○ ○ ○

日本近世史 2 ○

日本近現代史 2 ○

日本学コース

フィールドワーク科
目

日本学コース

フィールドワーク科
目

日本の芸能と文学 2 ○ ○ ○ 科

日本の伝統文化を発信する 2 ○ ○ ○

日本学コース

ワークショップ科目

笑学コー
ス科目

演芸フィールドワーク 2

○ ○

クールジャパン学ワークショップ 2

テーマパーク研究 2 ○

○ ○ ○

○ ○

笑学ワークショップ 2 ○ ○

日本の魅力発信フィールドワーク 2 ○ ○

コース科
目群

日本学ワークショップ 2

日本学
コース科
目

○ ○

○

○日本文化フィールドワーク 2

「アジアの中の日本1」を修得済みの場合、履修する

ことはできない。

「漢文学1」を修得済みの場合、履修することはでき

ない。

「漢文学2」を修得済みの場合、履修することはでき

ない。

「日本の宗教と思想」を修得済みの場合、履修する
ことはできない。

「批評理論」を修得済みの場合、履修することはで
きない。

「畿内・上方文化論」を修得済みの場合、履修する
ことはできない。

「大阪学」を修得済みの場合、履修することはでき
ない。

「日本文学特殊講義２（近現代）」を修得済みの場
合、履修することはできない。



新入生演習 2 ○
新入生演習は1年次

に全員履修とする

書道1 2 ○ ○ ○ 科

書道 2 〇 科

書道2 2 ○ ○ ○ 科

国語科教育論1 2 ○ ○ ○ 科

国語科教育論2 2 ○ ○ ○ 科

国語科教育研究1 2 ○ ○ 科

国語科教育研究2 2 ○ ○ 科

第二言語習得 2 ○ ○

言語と心理 2 ○ ○

日本語教授法 2 ○ ○ ○

日本語教育演習1 2 ○ ○ ○

日本語教育演習2 2 ○ ○

日本語教育実習1 1 ○ ○

日本語教育実習2 1 ○ ○

日本出版文化論 2 ○ ○ ○

電子出版入門 2 ○ ○ ○ ○

電子出版 2 ○ ○

デジタル・ヒューマニティーズ 2 ○ ○ ○

図書館・デジタルアーカイブ活用法 2 ○ ○ ○ ○

人文学情報検索法 2 ○ ○

Negotiation English 2 ○ ○ ○
学部が認めた留学生
専用科目

英語学概論1 2 ○ ○ ○

英語学概論2 2 ○ ○ ○

英語音声学1 2 ○ ○ ○

英語学概説1 2 ○ ○

英語音声学2 2 ○ ○ ○

英語学概説2 2 ○ ○

言語情報処理概論1 2 ○ ○ ○

言語情報処理概論2 2 ○ ○ ○

英語学講義1 2 ○ ○ ○

英語学講義2 2 ○ ○ ○

英文学概論1 2 ○ ○ ○

英文学概論 2 ○ ○

英文学概論2 2 ○ ○ ○

米文学概論1 2 ○ ○ ○

米文学概論 2 ○ ○

米文学概論2 2 ○ ○ ○

イギリス文化講義 2 ○ ○ ○

イギリス史 2 ○ ○ ○

イギリス歴史・文化講義 2 ○ ○

アメリカ文化講義 2 ○ ○ ○

アメリカ史 2 ○ ○ ○

アメリカ歴史・文化講義 2 ○ ○

情報科学各論1 2 ○ ○ ○

情報科学各論2 2 ○ ○ ○

ICTと英語研究 2 ○ ○ ○

ICTと英語教育 2 ○ ○ ○

留学事前演習 2 ○ ○ ○ ○

留学特別演習1 2 ○ ○ ○

留学特別演習2 2 ○ ○

国際関係演習1 6 ○ ○ ○

国際関係演習2 6 ○ ○ ○

グローバルリーダーESP3

（Business communication）

グローバルリーダーESP4

（Communication English）

グローバル言語特殊講義Ⅰ 2 ○

グローバル言語特殊講義Ⅱ 2 ○

国際教養
学科選択
科目

2 ○ ○ ○

「書道1」を修得済みの場合、履修することはできな
い。

国際日本
学科選択
科目

2 ○ ○ ○

日本語教師養成プロ
グラム専用科目

選択
選択科目
群

「電子出版入門」を修得済みの場合、履修すること
はできない。

学部が認めた留学生

専用科目

「英語音声学1」を修得した場合、履修することはで

きない。

「英語音声学2」を修得した場合、履修することはで

きない。

「英文学概論1」を修得した場合、履修することはで

きない。

「米文学概論1」を修得した場合、履修することはで

きない。

「イギリス文化講義」又は「イギリス史」を修得済
みの場合、履修することはできない。

「アメリカ文化講義」又は「アメリカ史」を修得済
みの場合、履修することはできない。



国際リーダーシップ論 2 ○ ○ ○

国際ビジネス論 2 ○ ○ ○

市民活動と国際貢献 2 ○ ○ ○

国際企業論 2 ○ ○ ○

貿易から見る世界 2 ○ ○ ○

環境と経済 2 ○ ○ ○

インバウンド観光学 2 ○ ○ ○

世界の中の日本 2 ○ ○ ○

英語と世界の言語 2 ○ ○ ○

日本文学を英語で読む 2 ○ ○ ○

宗教文化とグローバル化 2 ○ ○ ○

世界関係論 2 ○ ○ ○

Summer Intensive Session 4 ○ ○ ○ ○

Spring Session 4 ○ ○ ○ ○

※教職課程に関する科目であり、「職」は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関す
る科目」、「独」は「大学が独自に設定する科目」、「科」は「教科及び教科の指導法に関する科目」である。

学部が認めた留学生
専用科目



別表Ⅰ 地域創造学科開講科目表 別表Ⅰ 地域創造学科開講科目表

必修
選択
必修

選択 1 2 3 4 必修
選択
必修

選択 1 2 3 4

地域創造実践演習(入門)１ 2 ○ ○ ○ ○ 地域創造実践演習(入門)１ 2 ○ ○ ○ ○

地域創造実践演習(入門)２ 2 ○ ○ ○ ○ 地域創造実践演習(入門)２ 2 ○ ○ ○ ○

地域創造実践演習(基礎)１ 2 ○ ○ ○ 地域創造実践演習(基礎)１ 2 ○ ○ ○

地域創造実践演習(基礎)２ 2 ○ ○ ○ 地域創造実践演習(基礎)２ 2 ○ ○ ○

地域創造実践演習(展開)１ 2 ○ ○ 地域創造実践演習(展開)１ 2 ○ ○

地域創造実践演習(展開)２ 2 ○ ○ 地域創造実践演習(展開)２ 2 ○ ○

地域創造実践演習(発展） 2 ○ 地域創造実践演習(発展） 2 ○

地域創造実践演習(総括） 2 ○ 地域創造実践演習(総括） 2 ○

卒業研究 4 ○ ４単位 卒業研究 4 ○ ４単位

地域創造学概論 2 ○ ○ ○ ○ 地域創造学概論 2 ○ ○ ○ ○

地域調査法 2 ○ ○ ○ ○ 地域調査法 2 ○ ○ ○ ○

経済学基礎論 2 ○ ○ ○ ○ 経済学基礎論 2 ○ ○ ○ ○

マネジメント基礎論 2 ○ ○ ○ ○ マネジメント基礎論 2 ○ ○ ○ ○

会計学基礎論 2 ○ ○ ○ ○ 会計学基礎論 2 ○ ○ ○ ○

北摂学 2 ○ ○ ○ ○ 北摂学 2 ○ ○ ○ ○

男女共同参画社会論 2 ○ ○ ○ ○ 科 男女共同参画社会論 2 ○ ○ ○ ○ 科

少子高齢化社会論 2 ○ ○ ○ ○ 科 少子高齢化社会論 2 ○ ○ ○ ○ 科

地域コミュニティ論 2 ○ ○ ○ ○ 地域コミュニティ論 2 ○ ○ ○ ○

地域づくりと障害者 2 ○ ○ ○ ○ 地域づくりと障害者 2 ○ ○ ○ ○

地域づくりと環境 2 ○ ○ ○ ○ 地域づくりと環境 2 ○ ○ ○ ○

地域文化史研究 2 ○ ○ ○ 科 地域文化史研究 2 ○ ○ ○ 科

現代社会論 2 ○ ○ ○ 現代社会論 2 ○ ○ ○

グローバル社会論 2 ○ ○ ○ グローバル社会論 2 ○ ○ ○

社会学概論１ 2 ○ ○ ○ 科 社会学概論１ 2 ○ ○ ○ 科

社会学概論２ 2 ○ ○ ○ 科 社会学概論２ 2 ○ ○ ○ 科

文化人類学 2 ○ ○ ○ 文化人類学 2 ○ ○ ○

人文地理学概説１ 2 ○ ○ ○ 科 人文地理学概説１ 2 ○ ○ ○ 科

人文地理学概説２ 2 ○ ○ ○ 科 人文地理学概説２ 2 ○ ○ ○ 科

法律学概論１ 2 ○ ○ ○ 科 法律学概論１ 2 ○ ○ ○ 科

法律学概論２ 2 ○ ○ ○ 科 法律学概論２ 2 ○ ○ ○ 科

地域研究入門 2 ○ ○ ○ ○ 地域研究入門 2 ○ ○ ○ ○

文化人類学入門 2 ○ ○ ○ ○ 文化人類学入門 2 ○ ○ ○ ○

社会統計学入門 2 ○ ○ ○ ○ 社会統計学入門 2 ○ ○ ○ ○

現代社会と地域 2 ○ ○ ○ ○ 現代社会と地域 2 ○ ○ ○ ○

都市と農村 2 ○ ○ ○ ○ 都市と農村 2 ○ ○ ○ ○

地域政策論１ 2 ○ ○ ○ 地域政策論１ 2 ○ ○ ○

地域政策論２ 2 ○ ○ ○ 地域政策論２ 2 ○ ○ ○

地方自治論 2 ○ ○ ○ 科 地方自治論 2 ○ ○ ○ 科

地域経済論 2 ○ ○ ○ 地域経済論 2 ○ ○ ○

地域産業論 2 ○ ○ ○ 地域産業論 2 ○ ○ ○

政策科学 2 ○ ○ ○ 政策科学 2 ○ ○ ○

公共経済論 2 ○ ○ ○ 公共経済論 2 ○ ○ ○

社会政策論 2 ○ ○ ○ 社会政策論 2 ○ ○ ○

自治体政策論 2 ○ ○ ○ 科 自治体政策論 2 ○ ○ ○ 科

公共政策論 2 ○ ○ ○ 公共政策論 2 ○ ○ ○

住民参加論 2 ○ ○ ○ 住民参加論 2 ○ ○ ○

都市政策論 2 ○ ○ ○ 都市政策論 2 ○ ○ ○

地域開発論 2 ○ ○ ○ 地域開発論 2 ○ ○ ○

地域経営論 2 ○ ○ ○ 地域経営論 2 ○ ○ ○

ソーシャルビジネス論 2 ○ ○ ○ ソーシャルビジネス論 2 ○ ○ ○

産業・企業演習 2 ○ ○ 産業・企業演習 2 ○ ○

地域開発演習 2 ○ ○ ○ 地域開発演習 2 ○ ○ ○

地域デザイン概論１ 2 ○ ○ ○ 地域デザイン概論１ 2 ○ ○ ○

地域デザイン概論２ 2 ○ ○ ○ 地域デザイン概論２ 2 ○ ○ ○

都市空間計画論 2 ○ ○ ○ 都市空間計画論 2 ○ ○ ○

農村計画論 2 ○ ○ ○ 農村計画論 2 ○ ○ ○

都市デザイン史 2 ○ ○ ○ 都市デザイン史 2 ○ ○ ○

地域・住宅計画論 2 ○ ○ ○ 地域・住宅計画論 2 ○ ○ ○

居住福祉論 2 ○ ○ ○ 居住福祉論 2 ○ ○ ○

文化と地域デザイン 2 ○ ○ ○ 文化と地域デザイン 2 ○ ○ ○

住生活論１ 2 ○ ○ ○ 住生活論１ 2 ○ ○ ○

住生活論２ 2 ○ ○ ○ 住生活論２ 2 ○ ○ ○

追手門学院大学地域創造学部規程一部改正 【第8条第2項別表Ⅰ関係】 新旧対照表 （2020～2021年度入学生に適用）

選
択
必
修

専
攻
科
目
群

地
域
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

基
礎
科
目
群

選
択
必
修

専
攻
科
目
群

基
礎
科
目
群

主専攻（メイ
ン）のコース
科目群から基
礎科目群６単
位以上を含み
１８単位以
上、かつ、副
専攻（サブ）の
コース科目群
から基礎科目
群４単位以上
を含み１０単
位以上
（合計２８単位
以上）

応
用
科
目
群

応
用
科
目
群

演
習

演
習

地
域
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

基
礎
科
目
群

学
部
コ
ア
科
目
群

１０単位
以上

選
択
必
修

専
攻
科
目
群

地
域
政
策
コ
ー

ス
科
目
群

基
礎
科
目
群

主専攻（メイ
ン）のコース
科目群から基
礎科目群６単
位以上を含み
１８単位以
上、かつ、副
専攻（サブ）の
コース科目群
から基礎科目
群４単位以上
を含み１０単
位以上
（合計２８単位
以上）

選
択
必
修

専
攻
科
目
群

地
域
政
策
コ
ー

ス
科
目
群

選
択
必
修

学
部
共
通
科
目
群

学
部
コ
ア
科
目
群

１０単位
以上

選
択
必
修

学
部
共
通
科
目
群

主
体
的
研
究
科
目
群

実
践
演
習
科
目
群

１６単位

履
修
区
分

分野 授業科目
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2026年度より、免許・資格科目の変更があります。「新」と書かれた枠内の朱書きの箇所が変更点です。

新 旧

履
修
区
分

分野 授業科目
単位 配当年次

教職
※

要件 要件



都市景観論 2 ○ ○ ○ 都市景観論 2 ○ ○ ○

都市表象論 2 ○ ○ ○ 都市表象論 2 ○ ○ ○

ユニバーサルデザイン論 2 ○ ○ ○ ユニバーサルデザイン論 2 ○ ○ ○

都市・地域安全論 2 ○ ○ ○ 都市・地域安全論 2 ○ ○ ○

災害復興論 2 ○ ○ ○ 災害復興論 2 ○ ○ ○

地域デザイン演習１ 2 ○ ○ 地域デザイン演習１ 2 ○ ○

地域デザイン演習２ 2 ○ ○ 地域デザイン演習２ 2 ○ ○

観光学１ 2 ○ ○ ○ 観光学１ 2 ○ ○ ○

観光学２ 2 ○ ○ ○ 観光学２ 2 ○ ○ ○

観光産業論 2 ○ ○ ○ 科 観光産業論 2 ○ ○ ○ 科

観光資源論 2 ○ ○ ○ 科 観光資源論 2 ○ ○ ○ 科

観光行動論 2 ○ ○ ○ 観光行動論 2 ○ ○ ○

地域と観光 2 ○ ○ ○ 地域と観光 2 ○ ○ ○

観光地域経営論 2 ○ ○ ○ 観光地域経営論 2 ○ ○ ○

観光政策論 2 ○ ○ ○ 観光政策論 2 ○ ○ ○

観光交通論 2 ○ ○ ○ 観光交通論 2 ○ ○ ○

観光交流論 2 ○ ○ ○ 観光交流論 2 ○ ○ ○

観光マーケティング論 2 ○ ○ ○ 観光マーケティング論 2 ○ ○ ○

サスティナブルツーリズム論 2 ○ ○ ○ サスティナブルツーリズム論 2 ○ ○ ○

観光地理学 2 ○ ○ ○ 観光地理学 2 ○ ○ ○

観光社会学 2 ○ ○ ○ 観光社会学 2 ○ ○ ○

地域観光論 2 ○ ○ ○ 地域観光論 2 ○ ○ ○

演
習

観光マネジメント演習 2 ○ ○ ○
演
習

観光マネジメント演習 2 ○ ○ ○

食農マネジメント論１ 2 ○ ○ ○ 食農マネジメント論１ 2 ○ ○ ○

食農マネジメント論２ 2 ○ ○ ○ 食農マネジメント論２ 2 ○ ○ ○

フードビジネス論 2 ○ ○ ○ フードビジネス論 2 ○ ○ ○

アグリビジネス論 2 ○ ○ ○ アグリビジネス論 2 ○ ○ ○

食品流通論 2 ○ ○ ○ 食品流通論 2 ○ ○ ○

農業経済学 2 ○ ○ ○ 農業経済学 2 ○ ○ ○

食文化論 2 ○ ○ ○ 食文化論 2 ○ ○ ○

食農と観光 2 ○ ○ ○ 食農と観光 2 ○ ○ ○

食農とサステナビリティ 2 ○ ○ ○ 食農とサステナビリティ 2 ○ ○ ○

フードマーケティング論 2 ○ ○ ○ フードマーケティング論 2 ○ ○ ○

食文化概論 2 ○ ○ ○ 食文化概論 2 ○ ○ ○

食育と食生活論 2 ○ ○ ○ 食育と食生活論 2 ○ ○ ○

6次産業化論 2 ○ ○ ○ 6次産業化論 2 ○ ○ ○

外食産業論 2 ○ ○ ○ 外食産業論 2 ○ ○ ○

食品企業論 2 ○ ○ ○ 食品企業論 2 ○ ○ ○

食品安全論 2 ○ ○ ○ 食品安全論 2 ○ ○ ○

商品開発論 2 ○ ○ ○ 商品開発論 2 ○ ○ ○

演
習

食農企画演習 2 ○ ○
演
習

食農企画演習 2 ○ ○

データ分析の基礎 2 ○ ○ ○ データ分析の基礎 2 ○ ○ ○

質的調査法 2 ○ ○ ○ 質的調査法 2 ○ ○ ○

GIS実習 2 ○ ○ ○ GIS実習 2 ○ ○ ○

発信英語１ 2 ○ ○ ○ 発信英語１ 2 ○ ○ ○

発信英語２ 2 ○ ○ ○ 発信英語２ 2 ○ ○ ○

地域調査法1 2 ○ ○ ○ ○ 地域調査法1 2 ○ ○ ○ ○

地域調査法２ 2 ○ ○ ○ ○ 地域調査法２ 2 ○ ○ ○ ○

地域イベント論 2 ○ ○ ○ 地域イベント論 2 ○ ○ ○

地域メディア論 2 ○ ○ ○ 地域メディア論 2 ○ ○ ○

現代文化論 2 ○ ○ ○ 科 現代文化論 2 ○ ○ ○ 科

非営利組織論 2 ○ ○ ○ 非営利組織論 2 ○ ○ ○

地域創造学特殊講義１ 2 ○ ○ 地域創造学特殊講義１ 2 ○ ○

地域創造学特殊講義２ 2 ○ ○ 地域創造学特殊講義２ 2 ○ ○

地域創造学特殊講義３ 2 ○ ○ ○ 地域創造学特殊講義３ 2 ○ ○ ○

地域創造学特殊講義４ 2 ○ ○ ○ 地域創造学特殊講義４ 2 ○ ○ ○

国際事情 4 ○ ○ ○ 国際事情 4 ○ ○ ○

国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○ 国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○

国際表現演習 4 ○ ○ ○ 国際表現演習 4 ○ ○ ○

国際特別演習 4 ○ ○ ○ 国際特別演習 4 ○ ○ ○

日本史概説１ 2 ○ ○ ○ 科 日本史概説１ 2 ○ ○ ○ 科

日本史概説２ 2 ○ ○ ○ 科 日本史概説２ 2 ○ ○ ○ 科

西洋史概説１ 2 ○ ○ ○ 科 西洋史概説１ 2 ○ ○ ○ 科

西洋史概説２ 2 ○ ○ ○ 科 西洋史概説２ 2 ○ ○ ○ 科

東洋史概説１ 2 ○ ○ ○ 科 東洋史概説１ 2 ○ ○ ○ 科

東洋史概説２ 2 ○ ○ ○ 科 東洋史概説２ 2 ○ ○ ○ 科

自然地理学概説１ 2 ○ ○ ○ 科 自然地理学概説１ 2 ○ ○ ○ 科

自然地理学概説 2 ○ ○ ○ 科 （新設） （新設） （新設） （新設） （新設） （新設）

自然地理学概説２ 2 ○ ○ ○ 科 自然地理学概説２ 2 ○ ○ ○ 科

発
展
科
目
群

２単位以上

(新設)

免
許
・
資
格

免
許
・
資
格

選
択
必
修

発
展
科
目
群

発
展
科
目
群

２単位以上

(注)「自然地
理学概説１」
を修得した場
合、「自然地
理学概説」を
履修すること
はできない。

選
択
必
修

発
展
科
目
群

応
用
科
目
群

選
択

主
体
的
研
究
科
目
群

技
能
系
・
実
習
系
科
目
群

選
択

主
体
的
研
究
科
目
群

技
能
系
・
実
習
系
科
目
群

応
用
科
目
群

選
択
必
修

専
攻
科
目
群

食
農
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー

ス
科
目

基
礎
科
目
群

選
択
必
修

専
攻
科
目
群

選
択
必
修

専
攻
科
目
群

観
光
コ
ー

ス
科
目
群

基
礎
科
目
群

選
択
必
修

専
攻
科
目
群

食
農
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー

ス
科
目

基
礎
科
目
群

応
用
科
目
群

ス
科
目
群

応
用
科
目
群

演
習

ス
科
目
群

応
用
科
目
群

演
習

観
光
コ
ー

ス
科
目
群

基
礎
科
目
群

応
用
科
目
群



地誌学１ 2 ○ ○ ○ 科 地誌学１ 2 ○ ○ ○ 科

地誌学２ 2 ○ ○ ○ 科 地誌学２ 2 ○ ○ ○ 科

政治学概論１ 2 ○ ○ ○ 科 政治学概論１ 2 ○ ○ ○ 科

政治学概論２ 2 ○ ○ ○ 科 政治学概論２ 2 ○ ○ ○ 科

哲学概論１ 2 ○ ○ ○ 科 哲学概論１ 2 ○ ○ ○ 科

哲学概論２ 2 ○ ○ ○ 科 哲学概論２ 2 ○ ○ ○ 科

倫理学概論１ 2 ○ ○ ○ 科 倫理学概論１ 2 ○ ○ ○ 科

倫理学概論２ 2 ○ ○ ○ 科 倫理学概論２ 2 ○ ○ ○ 科

※教職課程に関する科目であり、「職」は「教育の基礎的理解に関する科目」 ※教職課程に関する科目であり、「職」は「教育の基礎的理解に関する科目」

「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」 「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」

「教育実践に関する科目」、「独」は「大学が独自に設定する科目」、 「教育実践に関する科目」、「独」は「大学が独自に設定する科目」、

「科」は「教科及び教科の指導法に関する科目」である。 「科」は「教科及び教科の指導法に関する科目」である。

格
科
目

格
科
目



心理学科履修細則一部改正 

（2025年度以前入学生に適用） 

【改正理由】

・管轄部署名の更新に伴う変更。

（下線部は改正箇所）

新 旧

Ⅰ 一般的事項

1 科目履修に関する基本的事項は、学則、心理学部規程、学科履

修細則、学科共通履修細則及び教職課程・学芸員・社会教育主事

の資格取得に関する規程等に掲げられている。これらを熟読の

上、以下に述べる諸項目や時間割作成の手引き・シラバス等を参

考にして、履修科目を決定する事。

2 同一時限に同時に開講されている科目は、重複して履修するこ

とができない。

3 授業科目のうちで、A、B、C 等の区別のあるものは、そのい

ずれか一つを選択履修すること。

4 各学期の履修上限単位数は、追手門学院大学履修登録に関する

取扱基準に定める。なお、卒業論文は春学期の履修制限単位数に

含まれる。

5 履修登録を所定の方法に従って、指定の期日までに行うこと。

この手続きをしない場合には、授業及び試験受けることも、単位

を修得することもできない。

Ⅱ 共通教育科目

1 ファウンデーション科目群（初年次科目）

1）「日本語表現」は、1 年次に履修することを推奨する。

2）「数的処理入門」は一部学生を除き 1 年次に履修することを

推奨する。

2 ファウンデーション科目群（外国言語科目）

1）「総合英語１」「総合英語２」「Online English Seminar 

1」「Online English Seminar 2」を必修とする(外国人特別学

生、外国人留学生及び帰国生徒のうち指定された者を除く)。

2）外国人特別学生、外国人留学生及び帰国生徒のうち指定され

た学生は、日本語 4 単位以上を修得しなければならない。

3 リベラルアーツ・サイエンス科目群

1）8 単位以上を修得しなければならない。

4 主体的学び科目群

Ⅰ 一般的事項

1 科目履修に関する基本的事項は、学則、心理学部規程、学科履

修細則、学科共通履修細則及び教職課程・学芸員・社会教育主事

の資格取得に関する規程等に掲げられている。これらを熟読の

上、以下に述べる諸項目や時間割作成の手引き・シラバス等を参

考にして、履修科目を決定する事。

2 同一時限に同時に開講されている科目は、重複して履修するこ

とができない。

3 授業科目のうちで、A、B、C 等の区別のあるものは、そのい

ずれか一つを選択履修すること。

4 各学期の履修上限単位数は、追手門学院大学履修登録に関する

取扱基準に定める。なお、卒業論文は春学期の履修制限単位数に

含まれる。

5 履修登録を所定の方法に従って、指定の期日までに行うこと。

この手続きをしない場合には、授業及び試験受けることも、単位

を修得することもできない。

Ⅱ 共通教育科目

1 ファウンデーション科目群（初年次科目）

1）「日本語表現」は、1 年次に履修することを推奨する。

2）「数的処理入門」は一部学生を除き 1 年次に履修することを

推奨する。

2 ファウンデーション科目群（外国言語科目）

1）「総合英語１」「総合英語２」「Online English Seminar 

1」「Online English Seminar 2」を必修とする(外国人特別学

生、外国人留学生及び帰国生徒のうち指定された者を除く)。

2）外国人特別学生、外国人留学生及び帰国生徒のうち指定され

た学生は、日本語 4 単位以上を修得しなければならない。

3 リベラルアーツ・サイエンス科目群

1）8 単位以上を修得しなければならない。

4 主体的学び科目群



1）外国人特別学生、外国人留学生及び帰国生徒のうち指定され

た学生は、「日本事情１」「日本事情２」を必修とする。

Ⅲ 学科科目

1 心理学科における学科科目は、必修科目、選択必修科目及び選

択科目に分かれる。

また、学科科目には、学年指定のある科目があるので、心理学部

規程を参照し、所定の方法により単位を修得しなければならな

い。

2 心理学科が開設する学科科目については、必修科目、選択必修

科目、選択科目及び卒業論文から 74 単位以上を修得しなければ

ならない。

3 選択科目については、心理学部規程を参照すること。また、心

理学科が開設する学科科目のうち、最低修得単位数(74 単位)を

超えて修得した科目の単位は、卒業要件単位として認める。

4 「心理演習」が履修可能となる条件として、公認心理師資格取

得に必要な科目の修得済み単位数や GPA 等の基準を設ける場

合がある。また、「心理演習」では、学内での演習授業を３０時

間程度受ける必要がある。

5 「心理実習１」「心理実習２」を履修するためには、事前に実

施されるガイダンスに参加した上で事前登録をしなければならな

い。「心理実習１」「心理実習２」が履修可能となる条件とし

て、公認心理師資格取得に必要な科目の修得済み単位数や GPA 

等の基準を設ける場合がある。また、「心理実習１」「心理実習

２」を通して 80 時間以上の学外実習を行い、かつ学内での事前

事後指導を適宜受ける必要がある。

6 「心理実習１」「心理実習２」を履修し、学外実習に参加する

ものは、これに係る費用を負担することとし、所定の期日まで

に、指定された要領で納付しなければならない。なお、一旦納入

した費用は原則返還しない。

Ⅳ 卒業論文

1 卒業論文は、選択科目 4 単位とする。心理学科第 4 年次に

在学する者は、担当教員の指導のもとに、所定の手続きを経て、

所定の期日までに卒業論文を提出することができる。

2 卒業論文は、心理学科の専攻に関連する研究成果を選び、論述

するものとする。

3 卒業論文は、12,000 字以上とする。

4 卒業論文は、12 月 15 日までに大学が指定する方法で提出し

なければならない。 なお、期日に遅れた者は受理しない。ただ

し、病気その他やむを得ない事情により期日までに提出できない

者は、その理由を証する書面を添えて 12 月 15 日までに願い

出た場合に限り、1 月 10 日を提出限度として延期を許可する

1）外国人特別学生、外国人留学生及び帰国生徒のうち指定され

た学生は、「日本事情１」「日本事情２」を必修とする。

Ⅲ 学科科目

1 心理学科における学科科目は、必修科目、選択必修科目及び選

択科目に分かれる。

また、学科科目には、学年指定のある科目があるので、心理学部

規程を参照し、所定の方法により単位を修得しなければならな

い。

2 心理学科が開設する学科科目については、必修科目、選択必修

科目、選択科目及び卒業論文から 74 単位以上を修得しなければ

ならない。

3 選択科目については、心理学部規程を参照すること。また、心

理学科が開設する学科科目のうち、最低修得単位数(74 単位)を

超えて修得した科目の単位は、卒業要件単位として認める。

4 「心理演習」が履修可能となる条件として、公認心理師資格取

得に必要な科目の修得済み単位数や GPA 等の基準を設ける場

合がある。また、「心理演習」では、学内での演習授業を３０時

間程度受ける必要がある。

5 「心理実習１」「心理実習２」を履修するためには、事前に実

施されるガイダンスに参加した上で事前登録をしなければならな

い。「心理実習１」「心理実習２」が履修可能となる条件とし

て、公認心理師資格取得に必要な科目の修得済み単位数や GPA 

等の基準を設ける場合がある。また、「心理実習１」「心理実習

２」を通して 80 時間以上の学外実習を行い、かつ学内での事前

事後指導を適宜受ける必要がある。

6 「心理実習１」「心理実習２」を履修し、学外実習に参加する

ものは、これに係る費用を負担することとし、所定の期日まで

に、指定された要領で納付しなければならない。なお、一旦納入

した費用は原則返還しない。

Ⅳ 卒業論文

1 卒業論文は、選択科目 4 単位とする。心理学科第 4 年次に

在学する者は、担当教員の指導のもとに、所定の手続きを経て、

所定の期日までに卒業論文を提出することができる。

2 卒業論文は、心理学科の専攻に関連する研究成果を選び、論述

するものとする。

3 卒業論文は、12,000 字以上とする。

4 卒業論文は、12 月 15 日までに教務課が指定する方法で提出

しなければならない。 なお、期日に遅れた者は受理しない。た

だし、病気その他やむを得ない事情により期日までに提出できな

い者は、その理由を証する書面を添えて 12 月 15 日までに願

い出た場合に限り、1 月 10 日を提出限度として延期を許可す



ことがある。

5 卒業論文の審査は論文審査及び口頭試問とし、複数の教員が担

当する。

6 卒業論文の審査に不合格の場合、あるいは提出しなかった場合

には、次年度の春学期に提出することができる。この場合には、

6 月 15 日までに卒業論文を大学に提出しなければならない。

なお、期日に遅れた者は受理しない。ただし病気その他やむを得

ない事情により期日までに提出できない者は、その理由を証する

書面を添えて 6月 15 日までに願い出た場合に限り、7 月 10 

日を提出限度として延期を許可することがある。

ることがある。

5 卒業論文の審査は論文審査及び口頭試問とし、複数の教員が担

当する。

6 卒業論文の審査に不合格の場合、あるいは提出しなかった場合

には、次年度の春学期に提出することができる。この場合には、

6 月 15 日までに卒業論文を教務課に提出しなければならな

い。

なお、期日に遅れた者は受理しない。ただし病気その他やむを得

ない事情により期日までに提出できない者は、その理由を証する

書面を添えて 6月 15 日までに願い出た場合に限り、7 月 10 

日を提出限度として延期を許可することがある。

附則

この細則は、2026年4月1日から施行する。



■2021~2024年度 心理学部 Study Guide 認定心理士資格取得のための科目と必要な単位について

1.基礎科目
 以下のa、b領域それぞれから4単位以上、c 領域は4単位以上を修得し、計12単位以上

（a）心理学概論
新 旧
「心理学概論1,2」 「心理学概論1」「心理学概論2」
「心理学の歴史（1単位）」　※変更なし 「心理学の歴史（1単位）」

（b）心理学研究法
新 旧
変更なし 変更なし

（ｃ）心理学実験・実習
新 旧
変更なし 変更なし

２．選択科目
以下の5領域中3領域以上で各領域が少なくとも4単位以上かつ5領域の計が16単位以上
（d）知覚心理学・学習心理学
（e）生理心理学・比較心理学
（f）教育心理学・発達心理学

新 旧
変更なし 変更なし

（g）臨床心理学・人格心理学
新 旧
「カウンセリング心理学」　※変更なし 「カウンセリング心理学」
「心理学的支援法」　※変更なし 「心理学的支援法」
「感情・人格心理学」　※変更なし 「感情・人格心理学」
「精神分析学」　※変更なし 「精神分析学」
削除 「心理療法」
「障害者・障害児心理学」　※変更なし 「障害者・障害児心理学」
「医療臨床心理学」　※変更なし 「医療臨床心理学」
「遊戯療法論」　※変更なし 「遊戯療法論」
「健康・医療心理学」　※変更なし 「健康・医療心理学」
「司法・犯罪心理学」　※変更なし 「司法・犯罪心理学」
「犯罪心理学特講」　※変更なし 「犯罪心理学特講」
「司法臨床心理学」　※変更なし 「司法臨床心理学」

（h）社会心理学・産業心理学
新 旧
「家族心理学」　※変更なし 「家族心理学」
「社会心理学」　※変更なし 「社会心理学」
「対人行動論」　※変更なし 「対人行動論」
削除 「社会の心理」
「産業・組織心理学」　※変更なし 「産業・組織心理学」
「社会心理学特講」　※変更なし 「社会心理学特講」

3.その他の科目
「卒業論文」・「卒業研究」は心理学に関連したテーマであることが必要であり、認定に必要な単位としては最大4 単位までを認める。
　以上の各領域にあげた科目は「認定心理士」に求められる最も重要な必修的知識や技術を含む最も望ましいとされる標準的な科目例です。
なお、上記科目以外にも若干条件を緩くして各「領域」の必要単位にすることの出来る科目も多数あります。
それらについては公益社団法人日本心理学会のホームページを参照してください。単位認定基準の詳細については、
必ず公益社団法人日本心理学会のホームページを参照し、当該科目のシラバスを確認しながら、履修・修得を進めてください。



（下線部は改正箇所）

必修 選択必修 選択 1 2 3 4 必修 選択必修 選択 1 2 3 4

特別演習1 2 ○ ○ 特別演習1 2 ○ ○

特別演習2 2 ○ ○ 特別演習2 2 ○ ○

卒業研究1 2 ○ 卒業研究1 2 ○

卒業研究2 2 ○ 卒業研究2 2 ○

選択 論文 卒業論文 4 ○ 選択 論文 卒業論文 4 ○

心理学概論1 2 ○ ○ ○ ○ 心理学概論1 2 ○ ○ ○ ○

心理学概論2 2 ○ ○ ○ ○ 心理学概論2 2 ○ ○ ○ ○

心理学総合科目 2 ○ ○ ○ 心理学総合科目 2 ○ ○ ○

専攻科目群 倫理学概論1 2 ○ ○ ○ 科 専攻科目群 倫理学概論1 2 ○ ○ ○ 科

（心理学専攻） 倫理学概論2 2 ○ ○ ○ 科 （心理学専攻） 倫理学概論2 2 ○ ○ ○ 科

社会学概論1 2 ○ ○ ○ 科 社会学概論1 2 ○ ○ ○ 科

社会学概論2 2 ○ ○ ○ 科 社会学概論2 2 ○ ○ ○ 科

心理学の歴史 2 ○ ○ 科 心理学の歴史 2 ○ ○ 科

公認心理師の職責 2 ○ ○ ○ ○ 公認心理師の職責 2 ○ ○ ○ ○

関係行政論 2 ○ ○ 関係行政論 2 ○ ○

認知・脳科学概論　※2 2 ○ ○ ○ ○ 認知・脳科学概論　※2 2 ○ ○ ○ ○

知覚・認知心理学　※2 2 ○ ○ ○ 科 知覚・認知心理学　※2 2 ○ ○ ○ 科

認知心理学　※3 2 ○ ○ ○ 科 認知心理学　※3 2 ○ ○ ○ 科

神経・生理心理学 2 ○ ○ ○ 神経・生理心理学 2 ○ ○ ○

認知神経心理学 2 ○ ○ 認知神経心理学 2 ○ ○

感情心理学　※3 2 ○ ○ 感情心理学　※3 2 ○ ○

社会認知神経科学　※3 2 ○ ○ 科 社会認知神経科学　※3 2 ○ ○ 科

生涯発達・生涯教育心理学概論 2 ○ ○ ○ ○ 生涯発達・生涯教育心理学概論 2 ○ ○ ○ ○

発達心理学 2 ○ ○ ○ 発達心理学 2 ○ ○ ○

教育心理学 2 ○ ○ ○ 職 教育心理学 2 ○ ○ ○ 職

子ども学 2 ○ ○ ○ 子ども学 2 ○ ○ ○

カウンセリング心理学 2 ○ ○ ○ カウンセリング心理学 2 ○ ○ ○

家族心理学 2 ○ ○ ○ 家族心理学 2 ○ ○ ○

比較心理学 2 ○ ○ ○ 比較心理学 2 ○ ○ ○

学習・言語心理学　※3 2 ○ ○ 学習・言語心理学　※3 2 ○ ○

教育・学校心理学 2 ○ ○ 教育・学校心理学 2 ○ ○

実験発達心理学 2 ○ ○ 実験発達心理学 2 ○ ○

臨床心理学概論 2 ○ ○ ○ ○ 臨床心理学概論 2 ○ ○ ○ ○

心理学的支援法 2 ○ ○ ○ 科 心理学的支援法 2 ○ ○ ○ 科

感情・人格心理学 2 ○ ○ ○ 科 感情・人格心理学 2 ○ ○ ○ 科

精神分析学 2 ○ ○ ○ 精神分析学 2 ○ ○ ○

精神疾患とその治療 2 ○ ○ ○ 精神疾患とその治療 2 ○ ○ ○

人体の構造と機能及び疾病 2 ○ ○ ○ 人体の構造と機能及び疾病 2 ○ ○ ○

司法臨床心理学 2 ○ ○ ○ 司法臨床心理学 2 ○ ○ ○

障害者・障害児心理学 2 ○ ○ ○ 障害者・障害児心理学 2 ○ ○ ○

医療臨床心理学 2 ○ ○ ○ 医療臨床心理学 2 ○ ○ ○

福祉心理学 2 ○ ○ ○ 福祉心理学 2 ○ ○ ○

遊戯療法論 2 ○ ○ ○ 遊戯療法論 2 ○ ○ ○

認知行動療法論 2 ○ ○ ○ 認知行動療法論 2 ○ ○ ○

健康・医療心理学 2 ○ ○ ○ 健康・医療心理学 2 ○ ○ ○

社会・犯罪心理学概論 2 ○ ○ ○ ○ 科 社会・犯罪心理学概論 2 ○ ○ ○ ○ 科

社会・集団・家族心理学 2 ○ ○ ○ 社会・集団・家族心理学 2 ○ ○ ○

社会心理学 2 ○ ○ ○ 科 社会心理学 2 ○ ○ ○ 科

司法・犯罪心理学 2 ○ ○ ○ 司法・犯罪心理学 2 ○ ○ ○

対人行動論 2 ○ ○ ○ 科 対人行動論 2 ○ ○ ○ 科

産業・組織心理学 2 ○ ○ ○ 科 産業・組織心理学 2 ○ ○ ○ 科

心理学実験 2 ○ ○ ○ ○ （削る） 心理学実験 2 ○ ○ ○ ○ （2時限連続受講）

心理調査法実習 1 ○ ○ ○ 心理調査法実習 1 ○ ○ ○

心理検査実習1 1 ○ ○ ○ 心理検査実習1 1 ○ ○ ○

心理検査実習2 1 ○ ○ ○ 心理検査実習2 1 ○ ○ ○

心理面接実習1 1 ○ ○ ○ 心理面接実習1 1 ○ ○ ○

心理面接実習2　※4 1 ○ ○ ○ 心理面接実習2　※4 1 ○ ○ ○

専攻科目群 認知神経科学特講 2 ○ ○ 専攻科目群 認知神経科学特講 2 ○ ○

（心理学専攻） 認知心理学特講 2 ○ ○ （心理学専攻） 認知心理学特講 2 ○ ○

生涯発達心理学特講 2 ○ ○ 生涯発達心理学特講 2 ○ ○

生涯教育心理学特講 2 ○ ○ 生涯教育心理学特講 2 ○ ○

犯罪心理学特講 2 ○ ○ 犯罪心理学特講 2 ○ ○

社会心理学特講 2 ○ ○ 社会心理学特講 2 ○ ○

認知神経心理学演習 2 ○ ○ ○ 認知神経心理学演習 2 ○ ○ ○

行動論演習 2 ○ ○ ○ 行動論演習 2 ○ ○ ○

心理療法演習1 2 ○ ○ 心理療法演習1 2 ○ ○

心理療法演習2 2 ○ ○ 心理療法演習2 2 ○ ○

心理療法演習3 2 ○ ○ 心理療法演習3 2 ○ ○

心理療法演習4 2 ○ ○ 心理療法演習4 2 ○ ○

心理療法演習5 2 ○ ○ 心理療法演習5 2 ○ ○

心理療法演習6 2 ○ ○ 心理療法演習6 2 ○ ○

心理療法演習7 2 ○ ○ 心理療法演習7 2 ○ ○

上級査定法演習1 2 ○ ○ 上級査定法演習1 2 ○ ○

上級査定法演習2 2 ○ ○ 上級査定法演習2 2 ○ ○

心理学入門演習 2 ○ 心理学入門演習 2 ○

ライフスタイル演習 2 ○ ライフスタイル演習 2 ○

心理実習1 2 ○ ○ 心理実習1 2 ○ ○

心理実習2　※5 2 ○ ○ 心理実習2　※5 2 ○ ○

メンタルケア演習 2 ○ ○ メンタルケア演習 2 ○ ○

チャイルドサポート演習 2 ○ ○ チャイルドサポート演習 2 ○ ○

ビジネスリサーチ演習 2 ○ ○ ビジネスリサーチ演習 2 ○ ○

リサーチャー演習 2 ○ ○ リサーチャー演習 2 ○ ○

心理演習 2 ○ ○ 心理演習 2 ○ ○

心理学統計法1 2 ○ ○ ○ ○ 心理学統計法1 2 ○ ○ ○ ○

心理学統計法2　※6 2 ○ ○ ○ ○ 心理学統計法2　※6 2 ○ ○ ○ ○

心理学的データ解析 2 ○ ○ ○ 心理学的データ解析 2 ○ ○ ○

心理学研究法 2 ○ ○ ○ 心理学研究法 2 ○ ○ ○

心理的アセスメント 2 ○ ○ ○ 心理的アセスメント 2 ○ ○ ○

初級心理学外書講読 2 ○ ○ ○ ○ 初級心理学外書講読 2 ○ ○ ○ ○

中級心理学外書講読 2 ○ ○ ○ 中級心理学外書講読 2 ○ ○ ○

認知心理学講読 2 ○ ○ 認知心理学講読 2 ○ ○

生涯教育心理学講読 2 ○ ○ 生涯教育心理学講読 2 ○ ○

発達心理学講読 2 ○ ○ 発達心理学講読 2 ○ ○

社会心理学講読 2 ○ ○ 社会心理学講読 2 ○ ○

臨床心理学講読 2 ○ ○ 臨床心理学講読 2 ○ ○

専攻科目群 人工知能・認知科学概論1 2 ○ ○ ○ ○ 専攻科目群 人工知能・認知科学概論1 2 ○ ○ ○ ○

（人工知能・認知科学専攻） 人工知能・認知科学概論2 2 ○ ○ ○ ○ （人工知能・認知科学専攻） 人工知能・認知科学概論2 2 ○ ○ ○ ○

自然言語処理概論 2 ○ ○ ○ ○ 自然言語処理概論 2 ○ ○ ○ ○

基礎数学1 2 ○ ○ ○ ○ 基礎数学1 2 ○ ○ ○ ○

基礎数学2 2 ○ ○ ○ ○ 基礎数学2 2 ○ ○ ○ ○

情報リテラシー 2 ○ ○ ○ ○ 情報リテラシー 2 ○ ○ ○ ○

科学技術プログラミング演習1 2 ○ ○ ○ ○ 科学技術プログラミング演習1 2 ○ ○ ○ ○

科学技術プログラミング演習2 2 ○ ○ ○ ○ 科学技術プログラミング演習2 2 ○ ○ ○ ○

メディア概論 2 ○ ○ ○ メディア概論 2 ○ ○ ○

画像・映像処理概論 2 ○ ○ ○ ○ 画像・映像処理概論 2 ○ ○ ○ ○

専攻科目群 科学技術と産業倫理概論 2 ○ ○ ○ 専攻科目群 科学技術と産業倫理概論 2 ○ ○ ○

（人工知能・認知科学専攻） 統計数学 2 ○ ○ ○ （人工知能・認知科学専攻） 統計数学 2 ○ ○ ○

データサイエンス演習1 2 ○ ○ ○ データサイエンス演習1 2 ○ ○ ○

データサイエンス演習2 2 ○ ○ ○ データサイエンス演習2 2 ○ ○ ○

自然言語解析 2 ○ ○ ○ 自然言語解析 2 ○ ○ ○

自然言語処理応用 2 ○ ○ 自然言語処理応用 2 ○ ○

音声認識 2 ○ ○ ○ 音声認識 2 ○ ○ ○

パターン認識概論 2 ○ ○ パターン認識概論 2 ○ ○

コンピュータ・グラフィクス基礎 2 ○ ○ コンピュータ・グラフィクス基礎 2 ○ ○

データマイニング概論 2 ○ ○ ○ データマイニング概論 2 ○ ○ ○

学習アルゴリズム 2 ○ ○ ○ 学習アルゴリズム 2 ○ ○ ○

学習アルゴリズム演習 2 ○ ○ ○ 学習アルゴリズム演習 2 ○ ○ ○

データ情報学概論 2 ○ ○ ○ データ情報学概論 2 ○ ○ ○

認知科学基礎 2 ○ ○ ○ 認知科学基礎 2 ○ ○ ○

クラウドソーシング活用法 2 ○ ○ ○ クラウドソーシング活用法 2 ○ ○ ○

Web実験・調査演習 ※7 2 ○ ○ ○ （新設） （新設） （新設） （新設） （新設）

思考・発見過程分析 2 ○ ○ ○ 思考・発見過程分析 2 ○ ○ ○

人間の思考と人工知能 2 ○ ○ ○ 人間の思考と人工知能 2 ○ ○ ○

身体制御システム論 2 ○ ○ 身体制御システム論 2 ○ ○

認知計算論 2 ○ ○ ○ 認知計算論 2 ○ ○ ○

信号解析 2 ○ ○ ○ 信号解析 2 ○ ○ ○

計算機アーキテクチャ 2 ○ ○ ○ 計算機アーキテクチャ 2 ○ ○ ○

情報セキュリティ入門 2 ○ ○ 情報セキュリティ入門 2 ○ ○

メディアインタフェース 2 ○ ○ ○ メディアインタフェース 2 ○ ○ ○

システム解析入門 2 ○ ○ ○ システム解析入門 2 ○ ○ ○

応用プログラミング演習1 2 ○ ○ 応用プログラミング演習1 2 ○ ○

応用プログラミング演習2 2 ○ ○ 応用プログラミング演習2 2 ○ ○

国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○ 国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○

国際特別演習 4 ○ ○ ○ 国際特別演習 4 ○ ○ ○

国際事情 4 ○ ○ ○ 国際事情 4 ○ ○ ○

国際表現演習 4 ○ ○ ○ 国際表現演習 4 ○ ○ ○

法律学概論1 2 ○ ○ ○ 科 法律学概論1 2 ○ ○ ○ 科

法律学概論2 2 ○ ○ ○ 科 法律学概論2 2 ○ ○ ○ 科

文化人類学 2 ○ ○ ○ 文化人類学 2 ○ ○ ○

社会福祉概論1 2 ○ ○ ○ 社会福祉概論1 2 ○ ○ ○

社会福祉概論2 2 ○ ○ ○ 社会福祉概論2 2 ○ ○ ○
※１　※教職課程に関する科目であり、「職」は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する科目」、「独」は「大学が独自に設定する科目」、「科」は「教科及び教科の指導法に関する科目」である。 ※１　※教職課程に関する科目であり、「職」は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に関する科目」、「独」は「大学が独自に設定する科目」、「科」は「教科及び教科の指導法に関する科目」である。
※２　専攻科目群（人工知能・認知科学専攻）の必修科目 ※２　専攻科目群（人工知能・認知科学専攻）の必修科目
※３　専攻科目群（人工知能・認知科学専攻）の選択必修科目 ※３　専攻科目群（人工知能・認知科学専攻）の選択必修科目
※４　「心理面接実習２」は、「心理面接実習１」を修得した者が履修できる。 ※４　「心理面接実習２」は、「心理面接実習１」を修得した者が履修できる。
※５　「心理実習２」は、「心理実習１」を修得した者が履修できる。 ※５　「心理実習２」は、「心理実習１」を修得した者が履修できる。
※６　「心理学統計法２」は、「心理学統計法１」を修得した者が履修できる。 ※６　「心理学統計法２」は、「心理学統計法１」を修得した者が履修できる。

     ※７　「クラウドソーシング活用法」を修得済みの場合、「Web実験・調査演習」を履修することはできない。    （新設）

追手門学院大学心理学部規程（第8条2項）一部改正（案） 新旧対照表  （2021年度入学生に適用）【別紙１】

必修
人工知能・認知科学専攻　必
修科目

24単位必修

（専攻科目群（心理学専攻）の指定科目2科目4単位（※2）を含む）

実習
3単位以上

選択必修

特講・演習 4単位以上

研究法 4単位以上

外書講読

選択必修

上記の学部共通科目、専攻科目群から74単位以上

選択 関連科目

選択 学部共通科目群 留学 大学が認めた留学生は、最大16単位までを卒業に必要な単位として認める

選択必修
人工知能・認知科学専攻　選
択必修科目

40単位選択必修

（専攻科目群（心理学専攻）の指定科目4科目8単位（※3）も対象科目に含む）

心理学専攻は最大14単位まで卒業単位として認める

実践演習 4単位以上

社会・犯罪系概論科目

一般心理学系概論科目

14単位以上

人工知能・認知科学専攻は指定科目2科目4単位（※2）修得すること。
またその他に指定科目4科目8単位（※3）を専攻科目群（人工知能・認知科学専攻）に含めて卒業要件とし
て認める。

認知・脳科学系概論科目

生涯発達・生涯教育心理学
系概論科目

臨床心理学系概論科目

旧

別表Ⅰ心理学部心理学科　開講科目表

履修区分 分野 授業科目
単位 配当年次

教職※1 要件

必修

学部共通科目群

研究 8単位

選択必修 総合科目

2単位以上

人工知能・認知科学専攻は「心理学概論1」を必修とする

新

別表Ⅰ心理学部心理学科　開講科目表

上記の学部共通科目、専攻科目群から74単位以上

選択 関連科目

選択 学部共通科目群 留学 大学が認めた留学生は、最大16単位までを卒業に必要な単位として認める

選択必修
人工知能・認知科学専攻　選
択必修科目

40単位選択必修

（専攻科目群（心理学専攻）の指定科目4科目8単位（※3）も対象科目に含む）

心理学専攻は最大14単位まで卒業単位として認める

必修
人工知能・認知科学専攻　必
修科目

24単位必修

（専攻科目群（心理学専攻）の指定科目2科目4単位（※2）を含む）

選択必修

特講・演習 4単位以上

実践演習 4単位以上

研究法 4単位以上

外書講読

社会・犯罪系概論科目

実習
3単位以上

選択必修

一般心理学系概論科目

14単位以上

人工知能・認知科学専攻は指定科目2科目4単位（※2）修得すること。
またその他に指定科目4科目8単位（※3）を専攻科目群（人工知能・認知科学専攻）に含めて卒業要件とし
て認める。

認知・脳科学系概論科目

生涯発達・生涯教育心理学
系概論科目

臨床心理学系概論科目

要件

必修

学部共通科目群

研究 8単位

選択必修 総合科目

2単位以上

人工知能・認知科学専攻は「心理学概論1」を必修とする

履修区分 分野 授業科目
単位 配当年次

教職※1



教職 教職

必修 選択必修 選択 1 2 3 4 ※ 必修 選択必修 選択 1 2 3 4 ※

コース基礎演習1 2 ○ ○ ○ コース基礎演習1 2 ○ ○ ○

コース基礎演習2 2 ○ ○ ○ コース基礎演習2 2 ○ ○ ○

コース演習 2 ○ ○ ○ コース演習 2 ○ ○ ○

専門演習Ⅰ 2 ○ ○ ○ 専門演習Ⅰ 2 ○ ○ ○

コース演習Ⅰ―1 2 ○ ○ コース演習Ⅰ―1 2 ○ ○

コース演習Ⅰ―2 2 ○ ○ コース演習Ⅰ―2 2 ○ ○

専門演習Ⅱ 2 ○ ○ 専門演習Ⅱ 2 ○ ○

専門演習Ⅲ 2 ○ ○ 専門演習Ⅲ 2 ○ ○

コース演習Ⅱ―1 2 ○ コース演習Ⅱ―1 2 ○

専門演習Ⅳ 2 ○ 専門演習Ⅳ 2 ○

コース演習Ⅱ―2 2 ○ コース演習Ⅱ―2 2 ○

経済学（基礎1） 2 ○ ○ ○ ○ 科 経済学（基礎1） 2 ○ ○ ○ ○ 科

経済学（基礎2） 2 ○ ○ ○ ○ 科 経済学（基礎2） 2 ○ ○ ○ ○ 科

ミクロ経済学入門 2 ○ ○ ○ ○ 科 ミクロ経済学入門 2 ○ ○ ○ ○ 科

マクロ経済学入門 2 ○ ○ ○ ○ 科 マクロ経済学入門 2 ○ ○ ○ ○ 科

実践基礎経済学 2 ○ ○ ○ ○ 科 実践基礎経済学 2 ○ ○ ○ ○ 科

日本経済史 2 ○ ○ ○ ○ 科 日本経済史 2 ○ ○ ○ ○ 科

外国経済史 2 ○ ○ ○ ○ 科 外国経済史 2 ○ ○ ○ ○ 科

グローバルヒストリー 2 〇 〇 〇 〇 科 グローバルヒストリー 2 〇 〇 〇 〇 科

ミクロ経済学 4 ○ ○ ○ 科 ミクロ経済学 4 ○ ○ ○ 科

マクロ経済学 4 ○ ○ ○ 科 マクロ経済学 4 ○ ○ ○ 科

統計学総論1 2 ○ ○ ○ ○ 科 統計学総論1 2 ○ ○ ○ ○ 科

統計学総論 2 ○ ○ ○ ○ 科 統計学総論 2 ○ ○ ○ ○ 科

論文演習 2 〇 論文演習 2 〇

国際経済学 4 ○ ○ ○ 科 国際経済学 4 ○ ○ ○ 科

金融論 4 ○ ○ ○ 科 金融論 4 ○ ○ ○ 科

国際金融論1 2 ○ ○ ○ 国際金融論1 2 ○ ○ ○

国際金融論2 2 ○ ○ ○ 国際金融論2 2 ○ ○ ○

経済理論・経済史特殊講義 2 ○ ○ ○ 経済理論・経済史特殊講義 2 ○ ○ ○

計量経済学 4 ○ ○ 計量経済学 4 ○ ○

経済変動論1 2 ○ ○ 経済変動論1 2 ○ ○

経済変動論 2 ○ ○ 経済変動論 2 ○ ○

経済変動論2 2 ○ ○ 経済変動論2 2 ○ ○

行動経済学1 2 ○ ○ 行動経済学1 2 ○ ○

行動経済学2 2 ○ ○ 行動経済学2 2 ○ ○

応用ミクロ経済学 2 〇 〇 応用ミクロ経済学 2 〇 〇

行動経済学 2 ○ ○ 行動経済学 2 ○ ○

ファイナンス論1 2 ○ ○ 科 ファイナンス論1 2 ○ ○ 科

ファイナンス論2 2 ○ ○ 科 ファイナンス論2 2 ○ ○ 科

ファイナンス 2 〇 ○ ○ 科 ファイナンス 2 〇 ○ ○ 科

ファイナンス演習 2 ○ ○ 科 ファイナンス演習 2 ○ ○ 科

租税論 4 ○ ○ ○ ○ 科 租税論 4 ○ ○ ○ ○ 科

地域と暮らし1 2 ○ ○ ○ ○ 地域と暮らし1 2 ○ ○ ○ ○

地域と暮らし2 2 ○ ○ ○ ○ 地域と暮らし2 2 ○ ○ ○ ○

地域とくらし 2 ○ ○ ○ ○ 地域とくらし 2 ○ ○ ○ ○

社会とくらし 2 ○ ○ ○ ○ 社会とくらし 2 ○ ○ ○ ○

経済政策 4 ○ ○ ○ 経済政策 4 ○ ○ ○

経済政策総論 2 ○ ○ ○ 経済政策総論 2 ○ ○ ○

日本経済論1 2 ○ ○ ○ 科 日本経済論1 2 ○ ○ ○ 科

日本経済論2 2 ○ ○ ○ 科 日本経済論2 2 ○ ○ ○ 科

日本経済 2 ○ ○ ○ 科 日本経済 2 ○ ○ ○ 科

日本経済演習 2 ○ ○ 科 日本経済演習 2 ○ ○ 科

財政学 4 ○ ○ ○ 科 財政学 4 ○ ○ ○ 科

労働経済学1 2 ○ ○ ○ 科 労働経済学1 2 ○ ○ ○ 科

労働経済学2 2 ○ ○ ○ 科 労働経済学2 2 ○ ○ ○ 科

生活経済論1 2 ○ ○ ○ 生活経済論1 2 ○ ○ ○

生活経済論2 2 ○ ○ ○ 生活経済論2 2 ○ ○ ○

公共政策1 2 ○ ○ ○ 科 公共政策1 2 ○ ○ ○ 科

公共政策2 2 ○ ○ ○ 科 公共政策2 2 ○ ○ ○ 科

公共政策 2 ○ ○ ○ 科 公共政策 2 ○ ○ ○ 科

公共政策演習 2 ○ ○ ○ 科 公共政策演習 2 ○ ○ ○ 科

労使関係論1 2 ○ ○ ○ 労使関係論1 2 ○ ○ ○

労使関係論2 2 ○ ○ ○ 労使関係論2 2 ○ ○ ○

人的資源特殊講義 2 ○ ○ ○ 人的資源特殊講義 2 ○ ○ ○

金融ビジネス論1 2 ○ ○ ○ 科 金融ビジネス論1 2 ○ ○ ○ 科

金融ビジネス論 2 ○ ○ ○ 科 金融ビジネス論 2 ○ ○ ○ 科

金融ビジネス論2 2 ○ ○ ○ 科 金融ビジネス論2 2 ○ ○ ○ 科

リスクと向き合う経済学 2 ○ ○ ○ リスクと向き合う経済学 2 ○ ○ ○

社会保障 4 ○ ○ ○ 社会保障 4 ○ ○ ○

食料経済論1 2 ○ ○ ○ 食料経済論1 2 ○ ○ ○

食料経済論2 2 ○ ○ ○ 食料経済論2 2 ○ ○ ○

SDGsと経済 2 ○ ○ ○ SDGsと経済 2 ○ ○ ○

多様社会特殊講義 2 ○ ○ ○ 多様社会特殊講義 2 ○ ○ ○

環境経済学1 2 ○ ○ ○ 環境経済学1 2 ○ ○ ○

環境経済学2 2 ○ ○ ○ 環境経済学2 2 ○ ○ ○

産業組織論1 2 ○ ○ ○ 産業組織論1 2 ○ ○ ○

産業組織論2 2 ○ ○ ○ 産業組織論2 2 ○ ○ ○

産業組織論 2 ○ ○ ○ 産業組織論 2 ○ ○ ○

産業組織論演習 2 ○ ○ ○ 産業組織論演習 2 ○ ○ ○

消費経済論1 2 ○ ○ ○ 消費経済論1 2 ○ ○ ○

消費経済論2 2 ○ ○ ○ 消費経済論2 2 ○ ○ ○

消費者保護論 2 ○ ○ ○ 消費者保護論 2 ○ ○ ○

経済政策特殊講義 2 ○ ○ ○ 経済政策特殊講義 2 ○ ○ ○

マクロ経済学演習 2 ○ ○ ○ マクロ経済学演習 2 ○ ○ ○

地方財政論 4 ○ ○ 科 地方財政論 4 ○ ○ 科

地方財政 2 〇 ○ ○ 科 地方財政 2 〇 ○ ○ 科

地球環境論1 2 ○ ○ 科 地球環境論1 2 ○ ○ 科

地球環境論2 2 ○ ○ 科 地球環境論2 2 ○ ○ 科

地球環境概論 2 〇 ○ ○ 科 地球環境概論 2 〇 ○ ○ 科

地球環境論演習 2 ○ ○ 科 地球環境論演習 2 ○ ○ 科

経済数学1 2 ○ ○ ○ ○ 科 経済数学1 2 ○ ○ ○ ○ 科

経済数学入門 2 ○ ○ ○ ○ 科 経済数学入門 2 ○ ○ ○ ○ 科

経済数学2 2 ○ ○ ○ ○ 科 経済数学2 2 ○ ○ ○ ○ 科

統計学総論2 2 ○ ○ ○ ○ 科 統計学総論2 2 ○ ○ ○ ○ 科

統計学演習 2 ○ ○ ○ 科 統計学演習 2 ○ ○ ○ 科

経済データ分析 2 ○ ○ ○ 経済データ分析 2 ○ ○ ○

消費データ分析 2 ○ ○ ○ 消費データ分析 2 ○ ○ ○

数理・情報特殊講義 2 ○ ○ ○ 数理・情報特殊講義 2 ○ ○ ○

ミクロ経済学演習 2 ○ ○ ○ ミクロ経済学演習 2 ○ ○ ○

情報分析 2 ○ ○ ○ 情報分析 2 ○ ○ ○

民法（総則） 2 ○ ○ ○ 民法（総則） 2 ○ ○ ○

民法（物権法） 2 ○ ○ ○ 民法（物権法） 2 ○ ○ ○

民法入門 2 ○ ○ ○ 民法入門 2 ○ ○ ○

商法 2 ○ ○ ○ 科 商法 2 ○ ○ ○ 科

会社法 2 ○ ○ 科 会社法 2 ○ ○ 科

行政法 2 ○ ○ ○ 行政法 2 ○ ○ ○

政治学概論1 2 ○ ○ ○ 科 政治学概論1 2 ○ ○ ○ 科

政治学概論2 2 ○ ○ ○ 科 政治学概論2 2 ○ ○ ○ 科

法学・政治学特殊講義 2 ○ ○ ○ 法学・政治学特殊講義 2 ○ ○ ○

税法総論 2 ○ ○ 税法総論 2 ○ ○

税法各論 2 ○ ○ 税法各論 2 ○ ○

労働関連法 2 ○ ○ 労働関連法 2 ○ ○

労働法制の経済学 2 ○ ○ 労働法制の経済学 2 ○ ○

入門簿記 2 ○ ○ ○ ○ 科 入門簿記 2 ○ ○ ○ ○ 科

企業財務入門 2 〇 〇 〇 〇 科 企業財務入門 2 〇 〇 〇 〇 科

マーケティング論基礎 2 ○ ○ ○ マーケティング論基礎 2 ○ ○ ○

マーケティング 2 ○ ○ ○ マーケティング 2 ○ ○ ○

マーケティング論 2 ○ ○ ○ マーケティング論 2 ○ ○ ○

初級会計学原理 2 ○ ○ ○ 科 初級会計学原理 2 ○ ○ ○ 科

中級会計学原理 2 ○ ○ ○ 科 中級会計学原理 2 ○ ○ ○ 科

企業会計原則 2 〇 〇 〇 科 企業会計原則 2 〇 〇 〇 科

資産管理 2 ○ ○ ○ 科 資産管理 2 ○ ○ ○ 科

国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○ 国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○

国際事情 4 ○ ○ ○ 国際事情 4 ○ ○ ○

ビジネス・エコノミクス 2 ○ ○ ○ ビジネス・エコノミクス 2 ○ ○ ○

リーダーシップ論 2 ○ ○ ○ リーダーシップ論 2 ○ ○ ○

ビジネス・プラクティス 2 ○ ○ ○ ビジネス・プラクティス 2 ○ ○ ○

テレワークと経済 2 ○ ○ ○ テレワークと経済 2 ○ ○ ○

国際ビジネスコミュニケーション 2 ○ ○ ○ 国際ビジネスコミュニケーション 2 ○ ○ ○

男女共同参画社会論 2 ○ ○ ○ 男女共同参画社会論 2 ○ ○ ○

女性起業論 2 ○ ○ ○ 女性起業論 2 ○ ○ ○

少子高齢化社会論 2 ○ ○ ○ 少子高齢化社会論 2 ○ ○ ○

ジェンダー論 2 ○ ○ ○ ジェンダー論 2 ○ ○ ○

単位数 配当年次

備考

演習 経済学 12単位

追手門学院大学経済学部規程一部改正【別表Ⅰ】新旧対照表（2019～2021年度入学生に適用）

国際
大学が認めた
留学生専用科
目

ビジネス
リーダー

男女共同
参画

34単位以
上

経済政策

数理・情
報

法学・政
治学

経営学

必修

別表I　経済学部経済学科開講科目表 別表I　経済学部経済学科開講科目表

学科科目

必修 演習 経済学

選択必修

学部共通
科目

経済理
論・経済
史

10単位以上経
済学（基礎
1）・経済学
（基礎2）・実
践基礎経済学
は1年次全員履
修すること

数理・情
報

コース科
目

備考

経済理
論・経済
史

履修区分 分野 授業科目

大学が認めた
留学生専用科
目

ビジネス
リーダー

男女共同
参画

コース科
目

経済理
論・経済
史

34単位以
上

経済政策

数理・情
報

法学・政
治学

経営学

国際

学科科目

経済学科 経済学科

12単位

経済理
論・経済
史

10単位以上経
済学（基礎
1）・経済学
（基礎2）・実
践基礎経済学
は1年次全員履
修すること

数理・情
報

履修区分 分野 授業科目
単位数 配当年次

学部共通
科目

(下線部は改正箇所)

旧新

選択必修



関西経済論1 2 ○ ○ ○ 関西経済論1 2 ○ ○ ○

関西経済 2 ○ ○ ○ 関西経済 2 ○ ○ ○

関西経済論2 2 ○ ○ ○ 関西経済論2 2 ○ ○ ○

中小企業論 2 ○ ○ ○ 中小企業論 2 ○ ○ ○

オーストラリア経済論1 2 ○ ○ ○ 科 オーストラリア経済論1 2 ○ ○ ○ 科

オーストラリア経済論 2 ○ ○ ○ 科 オーストラリア経済論 2 ○ ○ ○ 科

オーストラリア経済論2 2 ○ ○ ○ 科 オーストラリア経済論2 2 ○ ○ ○ 科

アメリカ経済論 2 ○ ○ ○ 科 アメリカ経済論 2 ○ ○ ○ 科

ヨーロッパ経済論 2 ○ ○ ○ 科 ヨーロッパ経済論 2 ○ ○ ○ 科

アジア経済論 2 ○ ○ ○ 科 アジア経済論 2 ○ ○ ○ 科

外国経済特殊講義 2 ○ ○ ○ 外国経済特殊講義 2 ○ ○ ○

ビジネスリーダープロジェクト 4 ○ ○ ビジネスリーダープロジェクト 4 ○ ○

女性活躍プロジェクト 4 ○ ○ 女性活躍プロジェクト 4 ○ ○

関西経済プロジェクト 4 ○ ○ 関西経済プロジェクト 4 ○ ○

グローバル経済プロジェクト 4 ○ ○ グローバル経済プロジェクト 4 ○ ○

ビジネス数理スキル（基礎） 2 ○ ○ ○ ビジネス数理スキル（基礎） 2 ○ ○ ○

ビジネス数理スキル（応用） 2 ○ ○ ○ ビジネス数理スキル（応用） 2 ○ ○ ○

ビジネスリテラシー（基礎） 2 ○ ○ ○ ビジネスリテラシー（基礎） 2 ○ ○ ○

ビジネスリテラシー（応用） 2 ○ ○ ○ ビジネスリテラシー（応用） 2 ○ ○ ○

キャリアシミュレーション（基礎） 2 ○ ○ キャリアシミュレーション（基礎） 2 ○ ○

キャリアシミュレーション（応用） 2 ○ ○ キャリアシミュレーション（応用） 2 ○ ○

日本史概説1 2 ○ ○ ○ 科 日本史概説1 2 ○ ○ ○ 科

日本史概説2 2 ○ ○ ○ 科 日本史概説2 2 ○ ○ ○ 科

西洋史概説1 2 ○ ○ ○ 科 西洋史概説1 2 ○ ○ ○ 科

西洋史概説2 2 ○ ○ ○ 科 西洋史概説2 2 ○ ○ ○ 科

東洋史概説1 2 ○ ○ ○ 科 東洋史概説1 2 ○ ○ ○ 科

東洋史概説2 2 ○ ○ ○ 科 東洋史概説2 2 ○ ○ ○ 科

職業指導論 2 ○ ○ ○ 科 職業指導論 2 ○ ○ ○ 科

人文地理学概説1 2 ○ ○ ○ 科 人文地理学概説1 2 ○ ○ ○ 科

人文地理学概説2 2 ○ ○ ○ 科 人文地理学概説2 2 ○ ○ ○ 科

自然地理学概説1 2 ○ ○ ○ 科 自然地理学概説1 2 ○ ○ ○ 科

自然地理学概説 2 ○ ○ ○ 科 （新設） （新設） （新設） （新設） （新設） （新設）

自然地理学概説2 2 ○ ○ ○ 科 自然地理学概説2 2 ○ ○ ○ 科

地誌学1 2 ○ ○ ○ 科 地誌学1 2 ○ ○ ○ 科

地誌学2 2 ○ ○ ○ 科 地誌学2 2 ○ ○ ○ 科

国際特別演習 4 ○ ○ ○ 国際特別演習 4 ○ ○ ○

国際表現演習 4 ○ ○ ○ 国際表現演習 4 ○ ○ ○

選択

資格

選択必修
及び選択
合わせて
56単位以
上

国際
大学が認めた
留学生専用科
目

プログラ
ム科目

4単位以上

関西経済

グローバ
ルビジネ
ス

（略）

プロジェ
クト

キャリア

プログラ
ム科目

4単位以上

関西経済

グローバ
ルビジネ
ス

（略）

プロジェ
クト

キャリア

※「コース演習Ⅰ―1」を修得した場合、「専門演習Ⅱ」を履修することはできない。

※「コース演習Ⅰ―2」を修得した場合、「専門演習Ⅲ」を履修することはできない。

※「コース演習Ⅱ―1」を修得した場合、「専門演習Ⅳ」を履修することはできない。

※教職課程に関する科目であり、「職」は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に
関する科目」、「独」は「大学が独自に設定する科目」、「科」は「教科及び教科の指導法に関する科目」である。

※「コース基礎演習1」を修得した場合、「コース演習」を履修することはできない。

※「コース基礎演習2」を修得した場合、「専門演習Ⅰ」を履修することはできない。

資格

選択必修
及び選択
合わせて
56単位以
上

国際
大学が認めた
留学生専用科
目

※「行動経済学2」を修得した場合、「行動経済学」を履修することはできない。

※「ファイナンス論1」を修得した場合、「ファイナンス」を履修することはできない。

※「ファイナンス論2」を修得した場合、「ファイナンス演習」を履修することはできない。

※「統計学総論1」を修得した場合、「統計学総論」を履修することはできない。

※「経済変動論1」を修得した場合、「経済変動論」を履修することはできない。

※「行動経済学1」を修得した場合、「応用ミクロ経済学」を履修することはできない。

※「経済学（基礎1）」を修得した場合、「ミクロ経済学入門」を履修することはできない。

※「経済学（基礎2）」を修得した場合、「マクロ経済学入門」を履修することはできない。

※「外国経済史」を修得した場合、「グローバルヒストリー」を履修することはできない。

※「公共政策2」を修得した場合、「公共政策演習」を履修することはできない。

※「労使関係論2」を修得した場合、「人的資源特殊講義」を履修することはできない。

※「金融ビジネス論1」を修得した場合、「金融ビジネス論」を履修することはできない。

※「日本経済論1」を修得した場合、「日本経済」を履修することはできない。

※「日本経済論2」を修得した場合、「日本経済演習」を履修することはできない。

※「公共政策1」を修得した場合、「公共政策」を履修することはできない。

※「地域と暮らし1」を修得した場合、「地域とくらし」を履修することはできない。

※「地域と暮らし2」を修得した場合、「社会とくらし」を履修することはできない。

※「経済政策」を修得した場合、「経済政策総論」を履修することはできない。

※「数理・情報特殊講義」を修得した場合、「ミクロ経済学演習」を履修することはできない。

※「地球環境論1」を修得した場合、「地球環境概論」を履修することはできない。

※「地球環境論2」を修得した場合、「地球環境論演習」を履修することはできない。

※「経済数学1」を修得した場合、「経済数学入門」を履修することはできない。

※「産業組織論2」を修得した場合、「産業組織論演習」を履修することはできない。

※「経済政策特殊講義」を修得した場合、「マクロ経済学演習」を履修することはできない。

※「地方財政論」を修得した場合、「地方財政」を履修することはできない。

※「食料経済論1」を修得した場合、「SDGsと経済」を履修することはできない。

※「食料経済論2」を修得した場合、「多様社会特殊講義」を履修することはできない。

※「産業組織論1」を修得した場合、「産業組織論」を履修することはできない。

※教職課程に関する科目であり、「職」は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教育実践に
関する科目」、「独」は「大学が独自に設定する科目」、「科」は「教科及び教科の指導法に関する科目」である。

※「コース基礎演習1」を修得した場合、「コース演習」を履修することはできない。

附則

この規程は、2026年4月1日から施行する。

※「ビジネス・プラクティス」を修得した場合、「テレワークと経済」を履修することはできない。

※「関西経済論1」を修得した場合、「関西経済」を履修することはできない。

※「オーストラリア経済論1」を修得した場合、「オーストラリア経済論」を履修することはできない。

※「マーケティング論基礎」を修得した場合、「マーケティング」を履修することはできない。

※「初級会計学原理」を修得した場合、「企業会計原則」を履修することはできない。

※「中級会計学原理」を修得した場合、「資産管理」を履修することはできない。

※「民法（物権法）」を修得した場合、「民法入門」を履修することはできない。

※「労働関連法」を修得した場合、「労働法制の経済学」を履修することはできない。

※「入門簿記」を修得した場合、「企業財務入門」を履修することはできない。

※「統計学総論2」を修得した場合、「統計学演習」を履修することはできない。

※「経済データ分析」を修得した場合、「消費データ分析」を履修することはできない。

※「外国経済史」を修得した場合、「グローバルヒストリー」を履修することはできない。

※「統計学総論1」を修得した場合、「統計学総論」を履修することはできない。

※「経済変動論1」を修得した場合、「経済変動論」を履修することはできない。

※「行動経済学1」を修得した場合、「応用ミクロ経済学」を履修することはできない。

※「行動経済学2」を修得した場合、「行動経済学」を履修することはできない。

※「ファイナンス論1」を修得した場合、「ファイナンス」を履修することはできない。

※「コース基礎演習2」を修得した場合、「専門演習Ⅰ」を履修することはできない。

※「コース演習Ⅰ―1」を修得した場合、「専門演習Ⅱ」を履修することはできない。

※「コース演習Ⅰ―2」を修得した場合、「専門演習Ⅲ」を履修することはできない。

※「コース演習Ⅱ―1」を修得した場合、「専門演習Ⅳ」を履修することはできない。

※「経済学（基礎1）」を修得した場合、「ミクロ経済学入門」を履修することはできない。

※「経済学（基礎2）」を修得した場合、「マクロ経済学入門」を履修することはできない。

※「地球環境論1」を修得した場合、「地球環境概論」を履修することはできない。

※「地球環境論2」を修得した場合、「地球環境論演習」を履修することはできない。

※「公共政策1」を修得した場合、「公共政策」を履修することはできない。

※「公共政策2」を修得した場合、「公共政策演習」を履修することはできない。

※「労使関係論2」を修得した場合、「人的資源特殊講義」を履修することはできない。

※「金融ビジネス論1」を修得した場合、「金融ビジネス論」を履修することはできない。

※「食料経済論1」を修得した場合、「SDGsと経済」を履修することはできない。

※「食料経済論2」を修得した場合、「多様社会特殊講義」を履修することはできない。

※「ファイナンス論2」を修得した場合、「ファイナンス演習」を履修することはできない。

※「地域と暮らし1」を修得した場合、「地域とくらし」を履修することはできない。

※「地域と暮らし2」を修得した場合、「社会とくらし」を履修することはできない。

※「経済政策」を修得した場合、「経済政策総論」を履修することはできない。

※「日本経済論1」を修得した場合、「日本経済」を履修することはできない。

※「日本経済論2」を修得した場合、「日本経済演習」を履修することはできない。

※「自然地理学概説1」を修得した場合、「自然地理学概説」を履修することはできない。 (新設）

※「オーストラリア経済論1」を修得した場合、「オーストラリア経済論」を履修することはできない。

選択

※「入門簿記」を修得した場合、「企業財務入門」を履修することはできない。

※「マーケティング論基礎」を修得した場合、「マーケティング」を履修することはできない。

※「初級会計学原理」を修得した場合、「企業会計原則」を履修することはできない。

※「中級会計学原理」を修得した場合、「資産管理」を履修することはできない。

※「ビジネス・プラクティス」を修得した場合、「テレワークと経済」を履修することはできない。

※「関西経済論1」を修得した場合、「関西経済」を履修することはできない。

※「経済数学1」を修得した場合、「経済数学入門」を履修することはできない。

※「統計学総論2」を修得した場合、「統計学演習」を履修することはできない。

※「経済データ分析」を修得した場合、「消費データ分析」を履修することはできない。

※「数理・情報特殊講義」を修得した場合、「ミクロ経済学演習」を履修することはできない。

※「民法（物権法）」を修得した場合、「民法入門」を履修することはできない。

※「労働関連法」を修得した場合、「労働法制の経済学」を履修することはできない。

※「産業組織論1」を修得した場合、「産業組織論」を履修することはできない。

※「産業組織論2」を修得した場合、「産業組織論演習」を履修することはできない。

※「経済政策特殊講義」を修得した場合、「マクロ経済学演習」を履修することはできない。

※「地方財政論」を修得した場合、「地方財政」を履修することはできない。



別表Ⅰ　社会学科開講科目表 別表Ⅰ　社会学科開講科目表

必

修
選択
必修

選

択
1 2 3 4

必

修
選択
必修

選

択
1 2 3 4

社会学入門演習１ 2 ○ 社会学入門演習１ 2 ○

社会学入門演習２ 2 ○ 社会学入門演習２ 2 ○

基礎演習１ 2 ○ ○ ○ 基礎演習１ 2 ○ ○ ○

基礎演習２ 2 ○ ○ ○ 基礎演習２ 2 ○ ○ ○

専門演習１ 2 ○ ○ 専門演習１ 2 ○ ○

専門演習２ 2 ○ ○ 専門演習２ 2 ○ ○

卒論演習１ 2 ○ 卒論演習１ 2 ○

卒論演習２ 2 ○ 卒論演習２ 2 ○

卒業論文・卒業研究 6 ○ ６単位 卒業論文・卒業研究 6 ○ ６単位

社会学基礎１ 2 ○ 社会学基礎１ 2 ○

社会学基礎２ 2 ○ 社会学基礎２ 2 ○

社会文化論基礎１ 2 ○ ○ ○ ○ 社会文化論基礎１ 2 ○ ○ ○ ○

社会文化論基礎２ 2 ○ ○ ○ ○ 社会文化論基礎２ 2 ○ ○ ○ ○

社会調査基礎１ 2 ○ 社会調査基礎１ 2 ○

社会調査基礎 2 ○ ○ ○ ○
「社会調査基礎１」を修得した場合
「社会調査基礎」を履修することはできない。 社会調査基礎 2 ○ ○ ○ ○

「社会調査基礎１」を修得した場合
「社会調査基礎」を履修することはできない。

社会調査基礎２ 2 ○ 社会調査基礎２ 2 ○

社会調査法 2 ○ ○ ○ ○
「社会調査基礎２」を修得した場合
「社会調査法」を履修することはできない。 社会調査法 2 ○ ○ ○ ○

「社会調査基礎２」を修得した場合
「社会調査法」を履修することはできない。

現代メディア論 2 ○ ○ ○ 科 現代メディア論 2 ○ ○ ○ 科

マスコミ論 2 ○ ○ ○ マスコミ論 2 ○ ○ ○

情報社会学 2 ○ ○ ○ 科 情報社会学 2 ○ ○ ○ 科

グローバル社会論 2 ○ ○ ○ グローバル社会論 2 ○ ○ ○

量的調査１ 2 ○ ○ ○ 量的調査１ 2 ○ ○ ○

データ分析基礎 2 ○ ○ ○
「量的調査１」を修得した場合
「データ分析基礎」を履修することはできない。 データ分析基礎 2 ○ ○ ○

「量的調査１」を修得した場合
「データ分析基礎」を履修することはできない。

社会学概論１ 2 ○ ○ ○ 科 社会学概論１ 2 ○ ○ ○ 科

社会学概論２ 2 ○ ○ ○ 科 社会学概論２ 2 ○ ○ ○ 科

社会学理論 2 ○ ○ 科 社会学理論 2 ○ ○ 科

社会学史 2 ○ ○ 科 社会学史 2 ○ ○ 科

量的調査２ 2 ○ ○ ○ 量的調査２ 2 ○ ○ ○

量的調査法 2 ○ ○ ○
「量的調査２」を修得した場合
「量的調査法」を履修することはできない。 量的調査法 2 ○ ○ ○

「量的調査２」を修得した場合
「量的調査法」を履修することはできない。

質的調査１ 2 ○ ○ ○ 質的調査１ 2 ○ ○ ○

質的調査法 2 ○ ○ ○
「質的調査１」を修得した場合
「質的調査法」を履修することはできない。 質的調査法 2 ○ ○ ○

「質的調査１」を修得した場合
「質的調査法」を履修することはできない。

質的調査２ 2 ○ ○ 質的調査２ 2 ○ ○

哲学概論１ 2 ○ ○ ○ 科 哲学概論１ 2 ○ ○ ○ 科

哲学概論２ 2 ○ ○ ○ 科 哲学概論２ 2 ○ ○ ○ 科

法律学概論１ 2 ○ ○ ○ 科 法律学概論１ 2 ○ ○ ○ 科

法律学概論２ 2 ○ ○ ○ 科 法律学概論２ 2 ○ ○ ○ 科

社会福祉概論１ 2 ○ ○ ○ 社会福祉概論１ 2 ○ ○ ○

社会福祉概論２ 2 ○ ○ ○ 社会福祉概論２ 2 ○ ○ ○

文化人類学 2 ○ ○ ○ 科 文化人類学 2 ○ ○ ○ 科

社会統計学 2 ○ ○ ○ 社会統計学 2 ○ ○ ○

多変量解析法 2 ○ ○ ○
「社会統計学」を修得した場合
「多変量解析法」を履修することはできない。 多変量解析法 2 ○ ○ ○

「社会統計学」を修得した場合
「多変量解析法」を履修することはできない。

流行の社会学 2 ○ ○ ○ 流行の社会学 2 ○ ○ ○

科学技術論 2 ○ ○ ○ 科 科学技術論 2 ○ ○ ○ 科

食と農の社会学 2 ○ ○ ○ 食と農の社会学 2 ○ ○ ○

消費社会論 2 ○ ○ ○ 消費社会論 2 ○ ○ ○

コミュニケーションの社会学 2 ○ ○ ○ 科 コミュニケーションの社会学 2 ○ ○ ○ 科

現代社会論演習１ 2 ○ ○ ○ 現代社会論演習１ 2 ○ ○ ○

現代社会論演習２ 2 ○ ○ ○ 現代社会論演習２ 2 ○ ○ ○

現代社会リサーチ特論１ 2 ○ ○ 現代社会リサーチ特論１ 2 ○ ○

社会調査演習１ 2 ○ ○
「現代社会リサーチ特論１」を修得した場合
「社会調査演習１」を履修することはできない。 社会調査演習１ 2 ○ ○

「現代社会リサーチ特論１」を修得した場合
「社会調査演習１」を履修することはできない。

現代社会リサーチ特論２ 2 ○ ○ 現代社会リサーチ特論２ 2 ○ ○

社会調査演習２ 2 ○ ○
「現代社会リサーチ特論２」を修得した場合
「社会調査演習２」を履修することはできない。 社会調査演習２ 2 ○ ○

「現代社会リサーチ特論２」を修得した場合
「社会調査演習２」を履修することはできない。

ダイバーシティーの社会学 2 ○ ○ 科 ダイバーシティーの社会学 2 ○ ○ 科

現代社会特論 2 ○ ○ 現代社会特論 2 ○ ○

リスク社会論 2 ○ ○ リスク社会論 2 ○ ○

現代社会論 2 ○ ○ 科 現代社会論 2 ○ ○ 科

環境社会学 2 ○ ○ 科 環境社会学 2 ○ ○ 科

比較文化論 2 ○ ○ 比較文化論 2 ○ ○

都市社会論 2 ○ ○ ○ 科 都市社会論 2 ○ ○ ○ 科

社会問題論 2 ○ ○ ○ 独 社会問題論 2 ○ ○ ○ 独

家族問題論 2 ○ ○ ○ 家族問題論 2 ○ ○ ○

福祉社会学 2 ○ ○ ○ 科 福祉社会学 2 ○ ○ ○ 科

人権問題論 2 ○ ○ ○ 科 人権問題論 2 ○ ○ ○ 科

病いの社会学 2 ○ ○ ○ 病いの社会学 2 ○ ○ ○

社会階層論 2 ○ ○ ○ 社会階層論 2 ○ ○ ○

犯罪社会学 2 ○ ○ 犯罪社会学 2 ○ ○

ジェンダーの社会学 2 ○ ○ ジェンダーの社会学 2 ○ ○

医療社会学 2 ○ ○ 医療社会学 2 ○ ○

現代社会リサーチ演習１ 2 ○ ○ ○ 現代社会リサーチ演習１ 2 ○ ○ ○

現代社会リサーチ演習２ 2 ○ ○ ○ 現代社会リサーチ演習２ 2 ○ ○ ○

文化社会学 2 ○ ○ ○ 文化社会学 2 ○ ○ ○

サブカルチャー論 2 ○ ○ ○ 科 サブカルチャー論 2 ○ ○ ○ 科

芸術社会論 2 ○ ○ ○ 芸術社会論 2 ○ ○ ○

芸能文化論 2 ○ ○ ○ 芸能文化論 2 ○ ○ ○

身体表現論 2 ○ ○ ○ 身体表現論 2 ○ ○ ○

人間関係論 2 ○ ○ ○ 科 人間関係論 2 ○ ○ ○ 科

演劇論 2 ○ ○ ○ 演劇論 2 ○ ○ ○

現代文化論 2 ○ ○ 科 現代文化論 2 ○ ○ 科

広告の社会学 2 ○ ○ 広告の社会学 2 ○ ○

コミュニケーション・表現入門演習１ 2 ○ ○ コミュニケーション・表現入門演習１ 2 ○ ○

コミュニケーション・表現入門演習２ 2 ○ ○ コミュニケーション・表現入門演習２ 2 ○ ○

コミュニケーション・表現演習１ 2 ○ ○ ○ コミュニケーション・表現演習１ 2 ○ ○ ○

コミュニケーション・表現演習２ 2 ○ ○ ○ コミュニケーション・表現演習２ 2 ○ ○ ○

社会文化デザイン演習１ 2 ○ ○ ○ 社会文化デザイン演習１ 2 ○ ○ ○

社会文化デザイン演習２ 2 ○ ○ ○ 社会文化デザイン演習２ 2 ○ ○ ○

演劇・ダンス演習 2 ○ ○ 演劇・ダンス演習 2 ○ ○

アート環境創造特論 2 ○ ○ アート環境創造特論 2 ○ ○

コミュニケーション表現特論 2 ○ ○ コミュニケーション表現特論 2 ○ ○

サブカルチャー特論 2 ○ ○ サブカルチャー特論 2 ○ ○

社会文化デザイン特論 2 ○ ○
「サブカルチャー特論」を修得した場合
「社会文化デザイン特論」を履修することはできない。 （新設） （新設） （新設） （新設）

メディア文化構想特論 2 ○ ○ メディア文化構想特論 2 ○ ○
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なお、社会学専攻の学生は、学部共通科目群および専攻科目
群の社会学専攻から４０単位を修得すること。
スポーツ文化学専攻の学生は、学部共通科目群および専攻科
目群の社会学専攻から３０単位、スポーツ文化学専攻から２２
単位を修得すること。
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群の社会学専攻から４０単位を修得すること。
スポーツ文化学専攻の学生は、学部共通科目群および専攻科
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スポーツ文化概論１ 2 ○ ○ ○ ○ スポーツ文化概論１ 2 ○ ○ ○ ○

スポーツ文化概論２ 2 ○ ○ ○ ○ スポーツ文化概論２ 2 ○ ○ ○ ○

スポーツガバナンス論 2 ○ ○ ○ スポーツガバナンス論 2 ○ ○ ○

グローバルスポーツ論 2 〇 〇 〇
「スポーツガバナンス論」を修得した場合
「グローバルスポーツ論」を履修することはできない。 グローバルスポーツ論 2 〇 〇 〇

「スポーツガバナンス論」を修得した場合
「グローバルスポーツ論」を履修することはできない。

スポーツ都市文化論 2 ○ ○ ○ スポーツ都市文化論 2 ○ ○ ○

スポーツ産業論 2 ○ ○ ○ スポーツ産業論 2 ○ ○ ○

スポーツ社会学 2 ○ ○ ○ 科 スポーツ社会学 2 ○ ○ ○ 科

スポーツ文化論 2 ○ ○ ○ 科 スポーツ文化論 2 ○ ○ ○ 科

スポーツ教育学 2 ○ ○ ○ スポーツ教育学 2 ○ ○ ○

eスポーツ論 2 ○ ○ eスポーツ論 2 ○ ○

スポーツ文化創造論 2 ○ ○ スポーツ文化創造論 2 ○ ○

スポーツマーケティング論 2 ○ ○ スポーツマーケティング論 2 ○ ○

スポーツ戦略論 2 〇 〇 スポーツ戦略論 2 〇 〇

スポーツ文化特論 2 〇 〇 スポーツ文化特論 2 〇 〇

スポーツ測定評価演習 2 ○ ○ ○ スポーツ測定評価演習 2 ○ ○ ○

身体機能測定評価演習 2 ○ ○ ○
「スポーツ測定評価演習」を修得した場合
「身体機能測定評価演習」を履修することはできない。 身体機能測定評価演習 2 ○ ○ ○

「スポーツ測定評価演習」を修得した場合
「身体機能測定評価演習」を履修することはできない。

運動行為論 2 ○ ○ ○ 運動行為論 2 ○ ○ ○

身体運動行為論 2 ○ ○ ○
「運動行為論」を修得した場合
「身体運動行為論」を履修することはできない。 身体運動行為論 2 ○ ○ ○

「運動行為論」を修得した場合
「身体運動行為論」を履修することはできない。

健康スポーツ論 2 ○ ○ ○ 健康スポーツ論 2 ○ ○ ○

スポーツ生理学 2 ○ ○ ○ スポーツ生理学 2 ○ ○ ○

健康スポーツの生理学 2 ○ ○ ○
「スポーツ生理学」を修得した場合
「健康スポーツの生理学」を履修することはできない。 健康スポーツの生理学 2 ○ ○ ○

「スポーツ生理学」を修得した場合
「健康スポーツの生理学」を履修することはできない。

学校社会とスポーツ 2 ○ ○ ○ 学校社会とスポーツ 2 ○ ○ ○

学校社会・健康スポーツ論 2 ○ ○ ○
「健康スポーツ論」と「学校社会とスポーツ」を修得した場合
「学校社会・健康スポーツ論」を履修することはできない。 学校社会・健康スポーツ論 2 ○ ○ ○

「健康スポーツ論」と「学校社会とスポーツ」を修得した場合
「学校社会・健康スポーツ論」を履修することはできない。

地域社会とスポーツ 2 ○ ○ ○ 地域社会とスポーツ 2 ○ ○ ○

精神保健概論 2 ○ ○ ○ 精神保健概論 2 ○ ○ ○

運動プログラム管理演習 2 ○ ○ 運動プログラム管理演習 2 ○ ○

健康運動プログラム演習 2 ○ ○
「運動プログラム管理演習」を修得した場合
「健康運動プログラム演習」を履修することはできない。 健康運動プログラム演習 2 ○ ○

「運動プログラム管理演習」を修得した場合
「健康運動プログラム演習」を履修することはできない。

スポーツ医学 2 ○ ○ スポーツ医学 2 ○ ○

現代社会とスポーツ医学 2 ○ ○
「精神保健概論」と「スポーツ医学」を修得した場合
「現代社会とスポーツ医学」を履修することはできない。 現代社会とスポーツ医学 2 ○ ○

「精神保健概論」と「スポーツ医学」を修得した場合
「現代社会とスポーツ医学」を履修することはできない。

コーチング論 2 ○ ○ ○ コーチング論 2 ○ ○ ○

スポーツ情報学 2 ○ ○ ○ スポーツ情報学 2 ○ ○ ○

スポーツ心理学 2 ○ ○ ○ スポーツ心理学 2 ○ ○ ○

スポーツ情報戦略論 2 ○ ○ ○ スポーツ情報戦略論 2 ○ ○ ○

発育発達論 2 ○ ○ ○ 発育発達論 2 ○ ○ ○

スポーツ情報戦略特論 2 ○ ○ スポーツ情報戦略特論 2 ○ ○

アダプテットスポーツ論 2 ○ ○ アダプテットスポーツ論 2 ○ ○

生涯スポーツ論 2 ○ ○ 生涯スポーツ論 2 ○ ○

スポーツフィールド実習 2 ○ ○ スポーツフィールド実習 2 ○ ○

国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○ 国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○

国際特別演習 4 ○ ○ ○ 国際特別演習 4 ○ ○ ○

国際事情 4 ○ ○ ○ 国際事情 4 ○ ○ ○

国際表現演習 4 ○ ○ ○ 国際表現演習 4 ○ ○ ○

日本史概説１ 2 ○ ○ ○ 科 日本史概説１ 2 ○ ○ ○ 科

日本史概説２ 2 ○ ○ ○ 科 日本史概説２ 2 ○ ○ ○ 科

西洋史概説１ 2 ○ ○ ○ 科 西洋史概説１ 2 ○ ○ ○ 科

西洋史概説２ 2 ○ ○ ○ 科 西洋史概説２ 2 ○ ○ ○ 科

東洋史概説１ 2 ○ ○ ○ 科 東洋史概説１ 2 ○ ○ ○ 科

東洋史概説２ 2 ○ ○ ○ 科 東洋史概説２ 2 ○ ○ ○ 科

人文地理学概説１ 2 ○ ○ ○ 科 人文地理学概説１ 2 ○ ○ ○ 科

人文地理学概説２ 2 ○ ○ ○ 科 人文地理学概説２ 2 ○ ○ ○ 科

自然地理学概説１ 2 ○ ○ ○ 科 自然地理学概説１ 2 ○ ○ ○ 科

自然地理学概説 2 ○ ○ ○ 科
「自然地理学概説１」を修得した場合
「自然地理学概説」を履修することはできない。 （新設） （新設） （新設） （新設） （新設） （新設）

自然地理学概説２ 2 ○ ○ ○ 科 自然地理学概説２ 2 ○ ○ ○ 科

地誌学１ 2 ○ ○ ○ 科 地誌学１ 2 ○ ○ ○ 科

地誌学２ 2 ○ ○ ○ 科 地誌学２ 2 ○ ○ ○ 科

教育心理学 2 ○ ○ ○ 職 教育心理学 2 ○ ○ ○ 職

地球環境論１ 2 ○ ○ 地球環境論１ 2 ○ ○

地球環境論２ 2 ○ ○ 地球環境論２ 2 ○ ○
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選択必修から５２単位以上。
なお、社会学専攻の学生は、学部共通科目群および専攻科目
群の社会学専攻から４０単位を修得すること。
スポーツ文化学専攻の学生は、学部共通科目群および専攻科
目群の社会学専攻から３０単位、スポーツ文化学専攻から２２
単位を修得すること。

※教職課程に関する科目であり、「職」は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教
育実践に関する科目」、「独」は「大学が独自に設定する科目」、「科」は「教科及び教科の指導法に関する科目」である。

※教職課程に関する科目であり、「職」は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」「教
育実践に関する科目」、「独」は「大学が独自に設定する科目」、「科」は「教科及び教科の指導法に関する科目」である。

学

科

科

目

関

連

科

目

群

国

際

科

目

大学が認めた留学生専用科目

関

連

科

目

関

連

科

目

選

択

学

科

科

目

関

連

科

目

群

国

際

科

目

大学が認めた留学生専用科目

選択必修から５２単位以上。
なお、社会学専攻の学生は、学部共通科目群および専攻科目
群の社会学専攻から４０単位を修得すること。
スポーツ文化学専攻の学生は、学部共通科目群および専攻科
目群の社会学専攻から３０単位、スポーツ文化学専攻から２２
単位を修得すること。

選

択

必

修

学

科

科

目

専

攻

科

目

群

ス

ポ
ー

ツ

文

化

学

専

攻

コー
ス

共通

ス

ポ
ー

ツ

文

化

デ

ザ

イ

ン

コ
ー

ス

地

域

・

健

康

ス

ポ
ー

ツ

コ
ー

ス

ス

ポ
ー

ツ

キ

ャ
リ

ア

コ
ー

ス

選

択

必

修

学

科

科

目

専

攻

科

目

群

ス

ポ
ー

ツ

文

化

学

専

攻

コー
ス

共通

ス

ポ
ー

ツ

文

化

デ

ザ

イ

ン

コ
ー

ス

地

域

・

健

康

ス

ポ
ー

ツ

コ
ー

ス



1 

 

【2021～2019 年度入学生用】STUDY GUIDE 

資格取得 教職課程 新旧表 

Ⅲ 基礎資格及び本学が定める最低修得単位数等について 

①施行規則第 66条の 6に定める科目 

該当学部 新 旧 

全学部 

＜体育＞ 

授業科目名 単位数 授業科目名 単位数 

スポーツ実習１ １ スポーツ実習１ １ 

健康スポーツ演習１ ２ （新設） （新設） 

スポーツ実習２ １ スポーツ実習２ １ 

健康スポーツ演習２ ２ （新設） （新設） 

スポーツ学 ２ スポーツ学 ２ 

※「スポーツ実習１」を修得済みの場合、「健康スポーツ演習１」を履修することはできない。 

※「スポーツ実習２」を修得済みの場合、「健康スポーツ演習２」を履修することはできない。 

 

該当学部 新 旧 

国際教養学部 

国際教養学科 

 

＜外国語コミュ

ニケーション＞ 

授業科目名 単位数 授業科目名 単位数 

English３（Communication） ４ English３（Communication） ４ 

English Communication２ ４ （新設） （新設） 

※「English３（Communication）」もしくは「English Communication２」のどちらかを修得すること。 

 

④「教科及び教科の指導法に関する科目」及び、各学科の最低修得単位数と「教科及び教科の指導

法に関する科目」 

該当学部 新 旧 

国際教養学部 

国際日本学科 

 

中学国語 

高校国語 

＜漢文学＞ 

授業科目名 単位数 授業科目名 単位数 

日本文学４（漢文１） ２ 日本文学４（漢文１） ２ 

漢文学１ ２ （新設） （新設） 

日本文学５（漢文２） ２ 日本文学５（漢文２） ２ 

漢文学２ ２ （新設） （新設） 

古典基礎１ ２ 古典基礎１ ２ 

古典基礎２ ２ 古典基礎２ ２ 

※「日本文学４（漢文１）」を修得済みの場合、「漢文学１」を履修することはできない。 

※「日本文学５（漢文２）」を修得済みの場合、「漢文学２」を履修することはできない。 
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該当学部 新 旧 

国際教養学部 

国際日本学科 

 

中学国語 

＜書道＞ 

授業科目名 単位数 授業科目名 単位数 

書道１ ２ 書道１ ２ 

書道 ２ （新設） （新設） 

書道２ ２ 書道２ ２ 

※「書道１」を修得済みの場合、「書道」を履修することはできない。 

 

該当学部 新 旧 

国際教養学部以外 

 

中学社会 

＜地理学＞ 

高校地理歴史 

＜人文地理学・

自然地理学＞ 

授業科目名 単位数 授業科目名 単位数 

自然地理学概説１ ２ 自然地理学概説１ ２ 

自然地理学概説 ２ （新設） （新設） 

自然地理学概説２ ２ 自然地理学概説２ ２ 

※「自然地理学概説１」を修得済みの場合、「自然地理学概説」を履修することはできない。 

 

該当学部 新 旧 

国際教養学部 

国際教養学科 

 

中学英語 

高校英語 

＜英語コミュニ

ケーション＞ 

授業科目名 単位数 授業科目名 単位数 

English３（Communication） ４ English３（Communication） ４ 

English Communication２ ４ （新設） （新設） 

※「English３（Communication）」もしくは「English Communication２」のどちらかを履修すること。 

 




